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俳優

片桐 はいり
若者文化が息づく吉祥寺に
キャンパスがあることは大きなメリット
感性が刺激され、豊かな学生生活を
送ることができました

2010
Autumn79 学園史料を読む

近
年
、い
ろ
い
ろ
な
大
学
の
公
開
講

座
の
広
告
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
大
学
を
よ
り
広
く
社
会
に

開
か
れ
た
存
在
に
し
よ
う
と
い
う
時

代
の
要
請
に
応
え
て
、各
大
学
が
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

成
蹊
大
学
は
、一
九
八
三（
昭
和

五
八
）年
に
公
開
講
座
を
開
設
し
、現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
講
座
の
一
覧
表

か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
社
会
で

何
が
問
題
と
さ
れ
、人
々
の
関
心
を

集
め
て
い
た
か
、そ
の
一
面
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。

成
蹊
大
学
は
、か
な
り
早
い
時
期

か
ら
、所
在
地
で
あ
る
武
蔵
野
市
と

の
協
力
の
も
と
、地
域
社
会
へ
の
貢
献

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
九
五
一（
昭
和
二
六
）年
、「
武
蔵
野

市
総
合
社
会
調
査
」に
着
手
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、武
蔵
野
市
の
政
治
、経
済
、

社
会
構
造
の
諸
側
面
を
調
査
分
析
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
地
域
社
会
の
あ

り
方
を
総
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
す

る
試
み
で
し
た
。そ
の
成
果
は
、一
九
五
二

（
昭
和
二
七
）年
か
ら
一
九
五
七（
昭
和

三
二
）年
に
か
け
て
、『
武
蔵
野
市
』全
三

巻
と
し
て
公
刊
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
六
二（
昭
和
三
七
）年
度
か
ら

一
九
六
八（
昭
和
四
三
）年
度
ま
で
、

「
武
蔵
野
市
政
講
座
」を
開
設
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、都
市
行
政
担
当
者
が

大
学
の
関
連
科
目
を
聴
講
で
き
る
制

度
で
す
。そ
れ
と
と
も
に
、市
政
に
対

す
る
市
民
の
理
解
を
高
め
協
力
を
得

る
た
め
、一
九
七
一（
昭
和
四
六
）年
度

ま
で
年
数
回
程
度
公
開
講
演
会
を

開
き
ま
し
た
。

一
九
八
一（
昭
和
五
六
）年
、「
シ
ル

バ
ー
聴
講
生
制
度
」を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、武
蔵
野
市
在
住
の
六
○
歳

以
上
の
市
民
が
一
般
学
生
と
と
も
に

大
学
の
授
業
に
参
加
す
る
と
い
う
も

の
で
、高
齢
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る

中
、ユ
ニ
ー
ク
な
生
涯
学
習
制
度
と
し

て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
成
蹊
大
学
は
、時
代

と
社
会
状
況
を
先
取
り
し
て
、地
域

社
会
に
根
づ
く
た
め
の
活
動
を
展
開

し
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
成
蹊
学
園
史
料
館
　
若
林
美
佐
知
）

	成蹊大学第 1 回公開講座のポスター 地域社会と大学

成蹊学園史料館 2010年度特別講演会

日　時：2010年12月9日（木） 13時～（12時半開場）
場　所：成蹊学園史料館2階研修室
講演者：杉山和雄氏（成蹊大学名誉教授）

入場無料・事前予約不要　＊どなたでもご参加いただけます。

旧制私立高等学校の転換過程 
−大学誕生の比較史−

成蹊学園史料館
〒180-8633　
東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
Tel：0422-37-3994　Fax：0422-37-3298
E-mail:archives@jim.seikei.ac.jp

※詳細は決定次第HPなどでお知らせします。
http://www.seikei.ac.jp/gakuen/hm.html

お問い合わせ先
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成蹊教養カリキュラムでは、成蹊の特色を
内外に強くアピールするために「桃李成蹊科
目」という科目群が設けられています。その中

成蹊大学をより地域に開かれたものにして
いくために、大学の立地する地域のことをもっ
と知ろうと新しく開講されたのが「武蔵野地
域研究」です。今回は学生の誰もが利用して
いる吉祥寺を取り上げました。

吉祥寺の特色、魅力、活力、癒し力等につ
いて、吉祥寺の商店街の方、ハモニカ横丁の
店主、古本屋の青年店長、吉祥寺まちづくり
事務所の所長さん、武蔵野市商工会議所の
会頭さん、旧近鉄裏のストリップ劇場を撃退し

成蹊のアイデンティティを求めて成蹊と地域の共生をめざして

成蹊の歴史や教育の特色を知る吉祥寺という街を知る

授業計画授業計画

成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

基
本
構
造

創
立
者
中
村
春
二
の
理
念
で
あ
る
「
個

性
尊
重
の
人
格
教
育
」
を
受
け
継
ぐ
「
桃

李
成
蹊
科
目
」、「
社
会
性
の
育
成
」「
国

際
性
の
育
成
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
と

「
人
間
形
成
系
統
」「
文
化
創
造
系
統
」

と
い
う
二
つ
の
系
統
を
組
み
合
わ
せ
た
科

目
群
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

成蹊の特色

社会性の育成

国際性の育成
英語科目

人間形成系統

日本語力科目／キャリア教育科目／
情報基盤科目／健康・スポーツ科目

総合文化科目
● 人間と文化　● 社会と文化
● 科学技術と文化

国際理解科目
● 初修外国語・異文化理解　● 国際教養
● 実践国際理解

文化創造系統

桃李成蹊科目

成蹊を知る
担当教授からの授業紹介

経済学部教授  北川 浩
文学部教授  高田 昭彦

武蔵野地域研究
吉祥寺人が吉祥寺の魅力を語る

担当教授からの授業紹介

Pick Up
授業紹介

Pick Up
授業紹介

でも「成蹊を知る」という科目は、文字通り成
蹊の歴史と成蹊教育の特色を学ぶための科
目であり、象徴的な位置づけにあるといえま
す。授業内容は、基本的には成蹊実務学校
からの成蹊の沿革を通史的に概説することを
軸として、時代背景、教育内容、人物像など
の話をおりまぜていきます。とりわけ大正自由
教育運動全体からみた中村春二の位置付け
や岩崎小彌太の経営思想と三菱財閥の形
成などは成蹊を知る上で欠かせないトピックス
だと思います。

学生のみなさんに、中村春二が目指した理
想の教育とは何であったのか、また戦後の混
乱期を成蹊学園はどのように乗り切ってきた
のかなどを伝えていきたいと思います。特に成
蹊教養カリキュラムの柱の一つになっている

「自力教育」の概念は大切であり、学校では

た住民、地域のミニコミ誌の編集者の方々に
話していただきます。その方々が直接学生に
自らの経験をもとに語りかけ、これからの吉祥
寺について学生と討論をしていきます。今回
は学生の受講者は15人、従ってゼミ形式の
熱い議論が期待できます。講師の中には、講
義に先立って学生への課題やアンケートを用
意している方もいらっしゃいますので、学生もう
かうかできません。

授業は木曜日の4限、2－410教室です。
ただし場所は大学外の場合が3回あります。
ハモニカ横丁、本町コミセン、商工会館の3か
所です。事前に事務室で確かめてください。
授業計画の一部を次に示しておきます。授業
終了後、希望者で講師の方を囲んでお茶を
飲みながらもっと突っ込んだ話を聞くこともあ
ります。

自分が生涯にわたって自ら成長するための礎
を築くのだということを意識して欲しいと思い
ます。卒業後に「自分は成蹊の出身だ」と胸
を張って誇れるようになって欲しいと思ってい
ます。成蹊にはそれだけの誇り高い学風と伝
統があるのですから。

講師の上田祥士先生による第4回 「中村春二の人物像」の授業第3回 樽本樹廣さんを教室に迎えて

第2回 手塚一郎さんの経営するハモニカ横町の店舗にて

Pick Up

第 1 回 イントロダクション　この講義の意義

第 2 回 成蹊の歴史1
（成蹊創立～第2次世界大戦）

第 3 回 成蹊草創期の群像

第 4 回 中村春二の人物像

第 5 回 教育史の中の中村春二 1

第 6 回 教育史の中の中村春二 2

第 7 回 岩崎小彌太の人物像

第 8 回 三菱財閥の形成と岩崎小彌太

第 1回 吉祥寺の歴史と授業の進め方（高田）

第 2回 手塚一郎さん （ハモニカ・キッチン等、VIC）
「なぜハモニカ横丁なのか？」

第 3回 樽本樹廣さん （セレクト・ブックショップ百年）
「吉祥寺でオルタナティブに生きるには」

第 4回

大塚省人さん
（武蔵野市都市整備部 吉祥寺まちづくり事務所 所長）
「都市計画の視点から見た吉祥寺の都市基盤の課
題」、「吉祥寺駅南口周辺の再開発」

第 5回
渕井隆也さん （武蔵野市観光推進機構 事務局長）

「観光推進機構の生い立ちとこれから」、「ソフト面から
見た吉祥寺のまちづくり」

第 6回
本田拓夫さん

（吉祥寺活性化協議会 会長、吉祥寺バウスシアター）
「活性化協議会と吉祥寺文化、特に映画の歴史」

第 7回 近藤渓子さん （吉祥寺東部地区街づくり協議会 会長）
「元近鉄裏ピンク街を歩く：地図と写真で見る往時の風景」

第 9 回 成蹊と岩崎小彌太

第10回 成蹊の歴史2（新制大学～）

第11回 成蹊風土記（キャンパス探訪）

第12回 私にとっての成蹊大学（特別講話）

第13回 成蹊の現状と展望

第14回 全体の復習とポイント整理

第15回 総まとめ等

第 8回 三宅治光さん （武蔵野市開発公社 常務理事）
「開発公社の生い立ち、吉祥寺再開発の経過、キーテナントの誘致」

第 9回 授業の中間まとめ（高田）

第10回 稲垣英夫さん （武蔵野市商工会議所 会頭）
「吉祥寺再活性化に向けての商工会議所の取組み」

第11回

河田弘昭さん
（NPO法人 市民まちづくり会議・むさしの 副代表）
「吉祥寺カルチャー：音楽とアニメ」、「歓楽街比較の中
での吉祥寺」、「住みやすい地域比較：吉祥寺、下北沢、
自由が丘」、「ジョージ・クラブ：吉祥寺っ子の若者たち」

第12回 大橋正治さん （『週刊きちじょうじ』発行人）
「吉祥寺のメディア状況」

第13回

渡邉大輔さん
（成蹊大学文学部現代社会学科調査実習 助手）
「武蔵野市民が見た吉祥寺―4年間の社会調査実
習武蔵野市調査より」

第14回 授業のまとめ（高田）

成蹊教養カリキュラム
文理の枠を越えた幅広い教養と
確かな英語力の修得を目指し、
「成蹊教養カリキュラム」が

スタートしました。始動

私は高校生の時に成蹊大学を見に来て、ワン

キャンパスなのにとても開放感があり、学生が

のびのびと楽しそうにしている姿にあこがれ、

受験することに決めました。実際に生活してみ

て本当に良い大学だと思っていますが、私はふ

と成蹊について、ほとんど何も知らないという

ことに気づきました。誰がいつ創ったのか、よく

聞く三菱との関係はどうなのかなど、自分がこ

れから名前を背負っていく成蹊大学について、

たくさんのことを知りたいと思い、この授業を

選択しました。授業では創立者の中村春二先

生のことや、四大学（甲南大学）との関係、成蹊

大学に関係する偉大な人物など、たくさんのこ

とが聞けるだろうと期待しています。自分の母

校になる成蹊大学のすばらしさを人に語れる

よう頑張りたいと思います。

法学部法律学科1年 野原 衣里さん

受講学生の声

吉祥寺移転当時の成蹊学園本館

僕は、成蹊に入学するまでほとんど行ったこと

がなかった吉祥寺の街を知りたいと思い、また

課外授業的な性格の授業に興味を持ち、この

授業を履修しました。週替わりでお話を聞く講

師の方々だけでなく、高田先生もこの街をよく

ご存じで、1年生のみの授業とはいえ、ただ聞

くだけでなくどうすれば吉祥寺をよりよくでき

るか、さまざまな立場の講師の方々の意見を

参考に考えています。吉祥寺を歩く度に新しい

発見ができるようになる授業です。

文学部現代社会学科1年 鶴見 直也さん

受講学生の声

上記の授業計画は、状況により変更になる可能性があります。
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インタビュー
卒業生ロングインタビュー

片桐 はいり
俳優

Hairi Katagiri
『かもめ食堂』『鑑識・米沢守の事件簿』などの映画や、テレビドラマ、舞台な
どに多数出演。個性派の俳優としての地位を確立されている片桐はいりさん。成
蹊大学時代に演劇部に所属したことが、演劇の道に進む第一歩になっているよう
です。当時の思い出と、後輩たちへのメッセージを語っていただきました。 ヘアメイク／森麻実（noi）

演
劇
部
の
初
舞
台
で
満
た
さ
れ
ず

演
劇
を
続
け
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に

−

成
蹊
大
学
文
学
部
を
志
望
さ
れ
た
動
機
か

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
桐　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
古
典
文
学
に
親

し
み
、
と
く
に
軍
記
物
に
夢
中
で
、『
平
家
物

語
』
な
ど
を
読
ん
で
、
武
将
や
馬
の
名
前
を

覚
え
る
の
が
大
好
き
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、
武
蔵
野
は
憧
れ
の

地
で
し
た
。
文
人
た
ち
が
数
多
く
住
み
、
文

学
の
香
り
高
い
街
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
武
蔵

野
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
成
蹊
大
学
に
入
学

す
れ
ば
、
い
つ
で
も
学
生
同
士
で
熱
く
文
学

を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
入

学
の
動
機
で
す
。

−

大
学
入
学
以
前
か
ら
、
演
劇
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

片
桐　

映
画
の
方
が
好
き
で
し
た
。
と
い
っ

て
も
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
フ
ァ
ン
で
は
な
く
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
の
評
判
に
な
っ
た
作
品
を
見
て
い

た
程
度
で
す
が
。
一
方
で
、
や
は
り
興
味
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
中
学
、
高
校
と
、
演

劇
部
に
も
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
1
回
だ

け
で
い
い
か
ら
舞
台
に
立
っ
て
み
た
い
と
い

う
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

そ
の
願
い
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

−

入
学
後
、
す
ぐ
に
演
劇
部
に
所
属
し
た
の

で
す
か
。

片
桐　

最
初
は
映
画
研
究
会
に
入
ろ
う
と
し

ま
し
た
。
今
で
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
当
時

も
サ
ー
ク
ル
の
新
入
生
勧
誘
は
活
発
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
が
ご
馳
走
し
て

く
れ
た
り
、
甘
い
言
葉
で
勧
誘
し
て
き
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
映
研
は
勝
手
が
違
い
ま
し

た
。「
8
ミ
リ
映
画
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

私
も
出
演
し
て
み
た
い
な
」
と
、
目
い
っ
ぱ

い
可
愛
く
振
る
舞
っ
た
つ
も
り
な
の
で
す
が
、

先
輩
部
員
は
私
の
顔
を
じ
っ
と
見
て
、「
映
画

で
ア
ッ
プ
で
映
る
よ
り
は
、
遠
目
の
舞
台
の

方
が
生
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
ク
ー
ル

に
言
い
放
っ
た
の
で
す
（
笑
）。

　

仕
方
な
く
演
劇
部
に
行
く
と
、
ち
ょ
う
ど

予
定
し
て
い
た
公
演
に
必
要
な
女
性
部
員
が

不
足
し
て
い
た
た
め
、「
ぜ
ひ
入
っ
て
く
れ
」

と
熱
く
誘
わ
れ
ま
し
た
。
映
研
と
違
っ
て
、

求
め
ら
れ
る
の
な
ら
と
（
笑
）、
演
劇
部
に
入

部
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

−

演
劇
部
で
最
初
に
出
演
さ
れ
た
の
は
ど
ん

な
作
品
だ
っ
た
の
で
す
か
。

片
桐　

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
『
ね
ず
み

と
り
』
で
す
。
私
は
高
校
時
代
に
、
唐
十
郎
や
、

つ
か
こ
う
へ
い
作
品
な
ど
を
読
ん
で
た
し
、

大
学
の
演
劇
部
と
い
え
ば
、
そ
う
い
う
小
劇

場
作
品
を
上
演
す
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い

た
の
で
、「
え
っ
、
そ
ん
な
名
作
を
や
る
の
」
と
、

と
ま
ど
い
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
思
想
性
に

走
ら
な
い
と
こ
ろ
が
、
成
蹊
大
学
の
演
劇
部

ら
し
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

　

与
え
ら
れ
た
の
は
犯
人
の
姉
の
役
で
し
た
。

謎
の
女
性
と
い
う
設
定
な
の
に
、
な
ぜ
か
私

が
登
場
し
た
だ
け
で
爆
笑
が
巻
き
起
こ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
期
待
を
裏
切
ら
れ
、
失
望

し
て
号
泣
し
ま
し
た
。
私
が
期
待
し
て
い
た

若
者
文
化
が
息
づ
く
吉
祥
寺
に

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

感
性
が
刺
激
さ
れ
、豊
か
な
学
生
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

成蹊学園創立 100周年記念

第 4 回『成蹊音楽祭』開催

出演団体

第
一
部

小学校 筝曲有志の会
小学校 和太鼓部

成蹊OB 成蹊グリークラブ
指揮：成蹊OB・グリークラブ所属 柏 陽一

保護者 成蹊コーラス
指揮：相澤 直人

小学校 ブラスバンド部
第
二
部

大学、
成蹊OB・OG

成蹊けやき管弦楽団　［第一回定期演奏会］
指揮：髙井 優希

♬プログラム

開 催 日 2010年12月26日（日）
 13：00［開場12：30］～
会 　場	 成蹊学園 本館大講堂

お問い合わせ先＞＞＞広報課：電話 （0422）37-3517
＊詳細は決定次第ＨＰなどでお知らせします。　

http://www.seikei.ac.jp

対        象	 在校生、卒業生、保護者、教職員、旧教職員、
 武蔵野市在住・在勤・在学の方々
  ※入場無料、事前申し込み不要

「成蹊音楽祭」のテーマは『 宇（いえ）は大なり』。
今年で4回目を迎える成蹊音楽祭は、小学生から卒業生までの　
音楽団体が参加し、学園全体が一体となって行う音楽祭です。

招 聘 指 揮 者

1978年、東京都生まれ。東京藝術大学
作曲科を経て指揮科に再入学。作曲を
故・宍戸睦郎、野田暉行、尾高惇忠の各

氏に、指揮を松尾葉子、鈴木織衛の各氏に師事。病気により指揮科を中
退するが、その後合唱指揮者として、ジャンルや年代を問わずさまざまな
団体の指揮、指導をしている。
現在、あい混声合唱団常任指揮者、アンサンブル桃花常任指揮者、東洋
大学混声合唱団常任指揮者、成蹊コーラス指揮者、リリカ・ルピス指揮者、
杉並オラトリオ指揮者、東京シティオペラ協会合唱団指揮者、女声合唱団
そよかぜ指揮者、ジュニアコーラス・フェアリーズ音楽監督、他、10余の団
体の常任、客演指揮に携わる。KEI音楽学院ソルフェージュ科講師。日本
合唱指揮者協会会員、同実行委員。かながわ合唱指揮者クラブ会員。

相
あいざわ

澤 直
な お と

人  氏

1984年、東京都生まれ。幼少よりピアノを学ぶ。
成蹊高等学校を卒業後、東京藝術大学音楽学部指揮科入
学、2007年、同大学を首席で卒業。アカンサス音楽賞受賞。

2009年からは、ライプツィヒ・メンデルスゾーン音楽演劇大学にて、さらに研鑽を
積んでいる。ウルリッヒ・ヴィントフーア氏、田中良和氏に指揮を師事。また、故佐
藤功太郎、小林研一郎、小田野宏之、松尾葉子、故エルヴィン・アッツェルの各氏
の薫陶も受けている。
これまでに、国内外の数多くのオーケストラ、合唱団、吹奏楽団を指揮しているほか、オ
ペラの分野でも、東京室内歌劇場、藤原歌劇団などの一部の公演で副指揮者を務め
ている。2007年には、岡倉天心が台本を書いた未完のオペラ「�e White Fox（白狐）」
（戸口純作曲・室内オーケストラ版）の世界初演指揮者に抜擢され、注目を集めた。
国内外で今後の活躍が最も期待されている若手指揮者の一人。

髙
た か い

井 優
ゆ う き

希  氏
（成蹊小学校〜成蹊高等学校 2003年卒業）
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と
、
観
客
は
身
を
乗
り
出
し
ま
す
。
イ
ソ
ッ

プ
寓
話
『
北
風
と
太
陽
』
の
教
訓
に
あ
る
よ

う
に
、
人
を
惹
き
つ
け
る
に
は
、
威
嚇
す
る

の
で
は
な
く
、
一
歩
引
く
こ
と
も
大
切
な
の

だ
と
学
び
ま
し
た
（
笑
）。

　

た
だ
し
、
遠
藤
先
生
の
場
合
は
、
学
生
に

授
業
を
真
剣
に
聞
か
せ
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ご
自
身
が
万
葉

の
世
界
に
う
っ
と
り
と
没
入
さ
れ
て
、
沈
思

黙
考
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
ま
た
素
敵
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

−

卒
業
論
文
は
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
作
成
さ
れ

た
の
で
す
か
。

片
桐　

遠
藤
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、『
古
事

記
』
を
テ
ー
マ
に
選
び
ま
し
た
。
ま
だ
解
明

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
上
代
文
学
の
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
な
世
界
に
惹
か
れ
た
か
ら
で
す
。

　

問
題
は
、
卒
論
の
提
出
締
切
日
が
、
下
北

沢
の
「
ザ
・
ス
ズ
ナ
リ
」
と
い
う
劇
場
の
公

演
日
と
重
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
提
出
ま

で
の
1
カ
月
間
は
、
舞
台
稽
古
の
後
、
宣
伝

用
の
チ
ラ
シ
を
配
り
、
衣
装
を
縫
い
、
小
道

の
は
、
自
分
と
は
異
な
る
役
柄
に
な
り
き
る

こ
と
で
、
そ
の
人
物
が
私
の
体
に
乗
り
移

り
、
別
次
元
の
世
界
が
体
感
で
き
る
の
で
は

な
い
か
い
う
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
登
場

し
た
だ
け
で
笑
わ
れ
る
し
、
そ
う
な
る
と
私

も
調
子
に
の
っ
て
ど
ん
ど
ん
笑
い
を
と
っ
て

し
ま
う
し
（
笑
）。
ま
っ
た
く
満
た
さ
れ
な
く

て
泣
い
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、
周
囲
は

初
舞
台
に
感
動
し
て
泣
い
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
よ
う
で
す
（
笑
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
舞

台
で
満
足
し
て
い
た
ら
、
い
い
思
い
出
と
し

て
、
そ
こ
で
私
の
演
劇
活
動
は
終
わ
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
達
成
感
が
薄
か
っ
た

分
、
も
う
少
し
続
け
て
み
よ
う
と
い
う
気
持

ち
が
生
ま
れ
た
気
が
し
ま
す
。

舞
台
出
演
と
並
行
し
て

連
日
徹
夜
で
卒
論
を
作
成

−

大
学
時
代
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
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遠
藤
宏
先
生
の
上
代
文
学
の
授
業
で

す
。
小
声
で
授
業
を
さ
れ
る
先
生
で
、
し
ば

ら
く
す
る
と
学
生
が
私
語
を
始
め
ま
す
。
す

る
と
、
先
生
は
虚
空
を
見
つ
め
て
沈
黙
さ
れ

ま
す
。
何
事
が
起
こ
っ
た
の
か
と
学
生
が
驚

き
、
静
ま
る
と
ま
た
授
業
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
演
技
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
文
学
座
の
杉
村
春
子
先
生
も
同

じ
で
、
ど
ん
な
に
他
の
出
演
者
が
大
声
を
張

り
上
げ
て
演
じ
て
い
て
も
、
観
客
は
そ
れ
ほ

ど
集
中
力
を
高
め
ま
せ
ん
が
、
と
っ
て
も
小

さ
な
お
声
で
す
が
杉
村
先
生
が
語
り
始
め
る

具
を
作
り
、
そ
の
後
、
他
の
劇
団
員
が
寝
て

い
る
間
に
卒
論
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の

1
カ
月
間
は
、
疲
れ
果
て
て
机
に
突
っ
伏
し

て
仮
眠
を
と
る
だ
け
で
、
1
回
も
布
団
で
寝

て
い
ま
せ
ん
。

　

卒
論
提
出
当
日
も
、
自
分
で
提
出
に
行
く
時

間
が
な
か
っ
た
の
で
、
同
期
生
で
現
在
歌
人
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
林
あ
ま
り
さ
ん
が
、
劇
場

ま
で
取
り
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。
後
で
聞
く
と
、

遠
藤
先
生
は
受
付
の
前
で
待
ち
構
え
て
い
て
、

「
あ
あ
、
間
に
合
っ
た
か
」
と
、
ほ
っ
と
し
た

顔
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
温

か
い
先
生
の
人
柄
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い

俳
優
の
ま
ま
で
通
し
た
い

−

プ
ロ
と
し
て
演
劇
活
動
を
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

片
桐　

正
門
前
に
あ
っ
た
喫
茶
店
の
ア
ル
バ

イ
ト
店
員
が
劇
団
関
係
者
で
、
演
劇
部
の
舞

台
で
私
の
演
技
を
見
て
、
劇
団
に
入
ら
な
い

か
と
勧
誘
し
て
き
た
の
で
す
。
大
学
2
年
生

の
時
の
こ
と
で
す
。
入
団
後
、
す
ぐ
に
『
電

気
果
実
物
語
』
と
い
う
作
品
で
デ
ビ
ュ
ー
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

私
が
い
た
劇
団
は
、
ア
ン
グ
ラ
の
雰
囲
気
を

ま
と
っ
た
劇
団
で
、
演
技
に
対
す
る
考
え
方

が
そ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
新
鮮

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
成
蹊
大
学
の
演
劇
部

は
、
ア
ク
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ
オ
の
メ
ソ
ー
ド
演

技
を
追
求
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
感
情
の

開
放
を
重
視
し
、
皆
の
前
に
一
人
で
立
っ
て
、

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ら
れ
、
罵
倒
さ
れ
る
中
で

何
か
を
表
現
す
る
と
い
っ
た
訓
練
を
し
て
い

ま
し
た
（
笑
）。
私
の
演
技
は
、器
用
な
だ
け
で
、

心
が
伴
っ
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
入
っ

た
劇
団
は
Ｓ
Ｆ
演
劇
で
、
役
柄
も
あ
り
え
な
い

よ
う
な
設
定
で
す
か
ら
、
役
に
な
り
き
る
な

ん
て
無
理
で
す
（
笑
）。
観
客
を
沸
か
せ
る
こ

と
が
最
大
の
価
値
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
演

技
論
の
呪
縛
か
ら
開
放
さ
れ
て
、
伸
び
伸
び

と
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

−

大
学
卒
業
後
も
、
そ
の
ま
ま
プ
ロ
と
し
て

活
動
し
て
い
こ
う
と
決
意
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

片
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い
え
、
意
外
に
冷
静
で
し
た
。
舞
台
が

そ
れ
な
り
に
話
題
に
な
り
、
テ
レ
ビ
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ブ
ー
ム
が
ず
っ
と
続
く
は
ず
が
な
い
。
卒

業
後
は
企
業
に
就
職
し
よ
う
と
考
え
て
、
実

際
、
就
職
課
に
求
人
票
を
見
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
頃
、
広
告
代
理
店
の
電

通
か
ら
「
明
石
家
さ
ん
ま
さ
ん
と
の
共
演
で
、

ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
テ
レ
ビ
C
M
が
決
ま
っ

た
」
と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
の
で
す
。「
い
や
、

普
通
に
就
職
し
ま
す
か
ら
、
や
る
気
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
断
っ
た
と
こ
ろ
、「
冗
談
じ
ゃ
な
い
。

も
う
決
ま
っ
た
話
だ
」
と
烈
火
の
ご
と
く
怒
ら

れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
剣
幕
に
恐
れ
を
な
し
て
、

仕
方
な
く
収
録
に
出
向
い
た
と
い
う
の
が
正
直

な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
時
、
予
想
外
に
多
く
の

ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
を
い
た
だ
き
、「
こ
れ
で
し

ば
ら
く
は
就
職
し
な
く
て
も
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、
こ
の
C
M
を
契
機
と
し

片桐　はいり（かたぎり・はいり）
1963 年、東京都生まれ。成蹊大学文学部日本文学科卒業。大学在学中に、演劇
部で活動した後、劇団に入団。その後、『かもめ食堂』『鑑識・米沢守の事件簿』『な
くもんか』などの映画、『ママさんバレーでつかまえて』『時々迷々』などのテレビド
ラマ、『学おじさん』『R2C2』などの舞台に出演。個性的な俳優として高く評価さ
れている。著書に『わたしのマトカ』『グアテマラの弟』（いずれも幻冬舎）、『もぎり
よ今夜も有難う』（キネマ旬報社）がある。

て
テ
レ
ビ
出
演
の
依
頼
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、

そ
の
ま
ま
プ
ロ
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

−

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で
、
と
く
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
桐　

二
〇
〇
六
年
公
開
の
『
か
も
め
食
堂
』

が
思
い
出
深
い
で
す
ね
。
当
初
、
東
京
で
は

「
シ
ネ
ス
イ
ッ
チ
銀
座
」
で
単
館
上
映
だ
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
映
画
館
は
、
私
が
大
学
時

代
に
も
ぎ
り
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
場

所
で
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
映
画
は
小
林
聡
美
さ
ん
が
主
演
で
し
た
。

私
は
映
画『
転
校
生
』
が
大
好
き
で
、ス
ク
リ
ー

ン
で
何
度
も
見
て
い
た
だ
け
に
、
そ
ん
な
方

と
並
ん
で
舞
台
挨
拶
を
行
っ
た
時
に
は
、
鳥

肌
が
立
つ
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
『
か
も
め
食
堂
』
は
、
す
べ
て
の
シ
ー
ン
が

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ロ

ケ
の
様
子
や
、
日
本
と
の
撮
影
方
法
の
違
い
な

ど
の
裏
話
も
交
え
て
、『
わ
た
し
の
マ
ト
カ
』

と
い
う
著
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。
幸
い
好
評
で
、

そ
の
後
、『
キ
ネ
マ
旬
報
』
で
連
載
し
た
『
も

ぎ
り
よ
今
夜
も
有
り
難
う
』
な
ど
、
こ
こ
数
年

は
原
稿
を
書
く
仕
事
も
増
え
て
い
ま
す
。
原
稿

用
紙
五
十
枚
以
上
の
文
章
を
書
く
の
は
卒
論
以

来
な
の
で
、
苦
戦
し
て
い
ま
す
が
…
…
（
笑
）。

−

今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

片
桐　

先
日
、
あ
る
テ
レ
ビ
で
、
伊
東
四
朗

さ
ん
が
「
俺
の
体
は
八
十
％
喜
劇
だ
。
ど
う

演
じ
て
も
喜
劇
に
な
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
の
を
聞
き
、
私
も
い
つ
か
そ
う
な
り
た

い
！
と
憧
れ
ま
す
。
喜
劇
と
い
っ
て
も
ジ
ャ

ン
ル
は
幅
広
い
の
で
す
が
、
私
の
中
で
こ
の

作
品
は
笑
え
る
と
判
断
で
き
る
も
の
以
外
に

は
出
演
し
な
い
つ
も
り
で
す
。
最
近
で
は
、

N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
『
時
々
迷
々
』
に
出
演
。

機
械
の
役
な
ど
、
日
常
で
は
あ
り
え
な
い
設

定
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
て
い
ま
す
。
本

来
な
ら
、
相
応
の
年
齢
に
な
っ
た
の
で
す
か

ら
、
コ
ス
プ
レ
を
す
る
役
は
断
っ
て
、「
最
近
、

し
っ
と
り
し
た
い
い
女
優
に
な
っ
た
ね
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
（
笑
）、
私
は
あ
え
て
そ

う
な
り
た
く
は
な
い
。
い
つ
ま
で
も
、
少
し

危
な
い
部
分
の
あ
る
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な

い
俳
優
の
ま
ま
で
通
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
由
で
豊
か
な
時
間
が

流
れ
て
い
た
大
学
時
代

−

成
蹊
大
学
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
が
、
そ
の

後
の
活
動
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

片
桐　

成
蹊
大
学
は
自
由
な
校
風
で
、
何
か

を
押
し
つ
け
ら
れ
た
記
憶
が
ま
っ
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
の
び
の
び
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

欅
並
木
を
歩
き
な
が
ら
友
人
と
将
来
の
こ
と

を
語
り
合
っ
た
り
、
時
に
は
井
の
頭
公
園
で

ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
デ
ー
ト
し
た
り
、
豊
か
な

時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
の
性

に
合
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

若
者
文
化
が
息
づ
く
街
・
吉
祥
寺
に
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

映
画
、
演
劇
、
ラ
イ
ブ
な
ど
に
も
よ
く
行
き
、

大
い
に
感
性
が
刺
激
さ
れ
ま
し
た
。
成
蹊
大

学
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
そ
ん
な
学
生
生
活

を
送
る
の
が
、
ご
く
当
た
り
前
な
の
で
し
ょ

う
が
、
今
振
り
返
る
と
、
そ
れ
は
と
て
も
恵

ま
れ
た
環
境
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

−

最
後
に
、
成
蹊
大
学
の
後
輩
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

片
桐　

最
近
痛
感
し
て
い
る
の
は
、
大
学
時

代
に
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
自
分
で
本
を
書
く
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
心
理
学
、
文
化
人

類
学
、
比
較
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
に
興
味
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

自
分
で
本
を
買
っ
て
勉
強
し
よ
う
と
す
る
た

び
に
、「
そ
う
い
え
ば
、
大
学
時
代
に
こ
の
学

問
に
関
連
す
る
科
目
も
履
修
し
て
い
た
。
素

晴
ら
し
い
教
授
も
た
く
さ
ん
在
籍
さ
れ
て
い

た
」
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。
後
輩

の
皆
さ
ん
に
は
、
現
在
が
と
て
も
恵
ま
れ
た

学
び
の
環
境
に
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を

自
覚
し
て
、
積
極
的
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

（
広
報
課
）
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学
校
教
育
の
中
で
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
社
会
的
に
よ
り
良
く
生
き
抜

く
た
め
の
、
根
源
的
な
能
力
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

『
ド
ラ
マ
教
育
』
と
劇
指
導
と
は
違
う

私
が
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
た
め
に
実
践
し
、
研
究
し
て
い
る
の
が
『
ド
ラ
マ
教
育
』

で
す
。
こ
こ
で
い
う
「
ド
ラ
マ
」
と
は
、
教
室
で
行
う
小
さ

な
ゲ
ー
ム
か
ら
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た
状
況
を
演
じ
る
活
動
ま

で
、
子
ど
も
た
ち
が
身
体
表
現
、
音
声
言
語
表
現
を
駆
使

し
て
取
り
組
む
活
動
の
総
称
を
意
味
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
あ
り
、
一
～
二
分
で
終
わ
る
も
の
か
ら
、

十
時
間
位
か
か
る
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
マ
の
語
源
は

ギ
リ
シ
ャ
語
の
d
r
a
n
、
英
語
の
d
o
と
同
義
で
す
。

先
ず
、
自
ら
の
心
身
を
解
放
し
、
動
き
出
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
設
定
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
や
ス
ト
ー

リ
ー
の
中
で
自
分
と
友
だ
ち
を
擦
り
合
わ
せ
て
い
く
、
そ
の

過
程
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
は
多
く
の
こ
と

を
獲
得
し
、
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
こ
の

「
ド
ラ
マ
」
の
活
動

を
、
学
校
生
活
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
で
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
朝
の
会
で
あ
っ

た
り
、
国
語
や
社
会

科
、
総
合
的
な
学
習

な
ど
の
学
習
の
場
で

あ
っ
た
り
、
道
徳
の
指

も
そ
も
中
世
と
は
ど
ん
な
時
代
な
の
か
、
古
代
や
近
世
と

ど
う
違
う
の
か
、
そ
ん
な
問
題
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
の
検
討
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
一つ
に
、
支
配
者
の
政
策
、た
と
え
ば
武
士
（
領
主
）

を
ど
の
よ
う
に
編
成
し
た
か
、
そ
の
経
済
基
盤
を
ど
う
保

障
し
た
か
、
農
村
・
農
民
、
都
市
・
町
人
を
ど
の
よ
う
に

支
配
し
た
か
等
の
検
討
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
の
時
代
で
し

た
か
ら
、
そ
の
ト
ー
タ
ル
を
軍
事
力
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

も
う
一つ
は
、
支
配
さ
れ
る
側
の
農
民
や
町
人
が
ど
の
よ

う
な
社
会
を
つ
く
り
、
ど
の
よ
う
に
生
活
・
生
産
・
経
済

活
動
を
営
ん
で
い
た
か
、
自
治
組
織
が
発
達
し
た
時
代
で

す
か
ら
、
自
治
や
自
立
性
の
実
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か

の
検
討
で
す
。

高
校
の
日
本
史
教
科
書
に
は
そ
の
両
方
が
一
応
は
書
か

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
も
う
み
ん
な
わ
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
で

す
。
と
く
に
、
後
者
の
民
衆
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
し
、
民
衆
の
側
に
視
点
を
お
い
て
支
配
者
の

政
策
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
や
意
味
づ
け
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
。

導
の
時
間
で
あ
っ
た
り
、
学
級
活
動
の
時
間
で
あ
っ
た
り
し

ま
す
。
で
す
か
ら
、
行
事
な
ど
の
場
に
限
定
さ
れ
て
行
わ

れ
る
「
劇
指
導
」
と
は
違
う
も
の
な
の
で
す
。
劇
指
導
の

教
育
は
、ド
ラ
マ
教
育
と
区
別
し
て
「
シ
ア
タ
ー
教
育
（
上

演
を
目
的
と
し
た
演
劇
教
育
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
教
育
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
！

ド
ラ
マ
の
活
動
の
最
大
の
魅
力
は
、
無
条
件
に
楽
し
い

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
も
大
好
き
で
す
。
い

つ
も
楽
し
さ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
劇
的
な
状
況
や
ス
ト
ー

リ
ー
の
中
で
、
自
分
以
外
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
変
身
し

た
り
、
未
経
験
の
状
況
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
自
他
を
擦
り
合
わ
せ
、
周
囲
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
表
現
力
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
力
、
状
況
判
断
力
、
問
題
解
決
力
な
ど
を
獲
得
し
て
い

き
ま
す
。

限
ら
れ
た
紙
面
で
、

そ
の
具
体
的
な
展
開

を
ご
紹
介
で
き
な
い
の

が
残
念
で
す
が
、
私
に

と
っ
て
ド
ラ
マ
教
育
は
、

学
級
経
営
そ
の
も
の

で
あ
り
、
教
科
指
導

の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

毎
日
出
会
う
子
ど

も
た
ち
が
、
自
分
を

大
切
に
し
、
友
だ
ち
を
尊
重
し
、
触
れ
合
う
喜
び
、
伝
え

合
う
喜
び
に
満
ち
溢
れ
、
し
っ
か
り
と
友
だ
ち
と
繋
が
り
な

が
ら
日
々
を
楽
し
く
、
伸
び
伸
び
と
生
き
て
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
…
、
そ
れ
が
、
私
の
願
い
で
す
。
ド
ラ
マ
教
育
が
そ

の
た
め
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
実
践
を

重
ね
て
い
る
毎
日
で
す
。

地
域
を
歴
史
的
視
点
で
と
ら
え
る
楽
し
み

二
つ
目
の
取
り
組
み
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
研

究
で
す
。
わ
た
し
が
住
む
横
浜
市
の
北
端
の
あ
た
り
は
か
つ

て
武
蔵
国
都
筑
郡
、
隣
の
川
崎
市
の
あ
た
り
は
橘
樹
郡
と
い

い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
郡
の
範
囲
は
現
在
の
暮
ら
し
の
中

で
も
近
い
関
係
に
あ
り
ま
す
し
、
戦
国
時
代
に
は
小
田
原
に

本
城
が
あ
っ
た
戦
国
大
名
北
条
氏
が
小
机
城
と
い
う
支
城
を

お
い
て
支
配
し
た
小
机
領
の
範
囲
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
最

近
、
地
元
の
歴
史
好
き
の
人
た
ち
十
人
ほ
ど
で
都
筑
・
橘

樹
勉
強
会
と
い
う
集
ま
り
を
つ
く
っ
て
勉
強
を
は
じ
め
ま
し

た
。
研
究
発
表
の
ほ
か
に
、
明
治
期
と
今
の
地
図
を
手
に
一

日
中
歩
い
て
、
寺
社
や
墓
地
や
村
の
様
子
な
ど
を
み
て
回
り

ま
す
。
そ
の
と
き
写
真
２
の
よ
う
な
板
碑
に
出
会
え
る
と
、

み
ん
な
興
奮
し
て
し
ま
い
ま
す
（
た
だ
し
、
写
真
1
・
2
は

一つ
目
の
取
り
組
み
の
た
め
に
歩
い
た
と
き
の
も
の
で
す
）。

三
つ
目
の
取
り
組
み
は
、
東
京
の
多
摩
地
方
に
あ
る
市

の
市
史
編
纂
に
昨
年
か
ら
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
こ
で
も
土
曜
・
日
曜
に
市
域
を
歩
い
て
過
去
の
人

び
と
の
暮
ら
し
の
痕
跡
を
探
し
感
じ
る
こ
と
と
、
資
料
を

調
べ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

以
上
の
三
つ
で
こ
の
ご
ろ
特
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
現

地
に
行
く
こ
と
、
歩
く
こ
と
と
い
え
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
っ
て
な
に
？

「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
」と
い
う
研
究
テ
ー

マ
で
校
内
研
究
を
進
め
て
い
る
小
学
校
が
、
最
近
、
増
え

て
い
ま
す
。
今
日
の
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
多

く
が
、
子
ど
も
た
ち
の
（
あ
る
い
は
、
そ
の
周
囲
の
大
人
た

ち
の
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
欠
如
か
ら
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
強
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
私
自
身
も
、

こ
の
半
年
の
間
に
三
つ
の
学
校
の
研
究
会
で
、
お
話
し
し
た

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
は
、
ど
の
よ

う
な
力
を
示
す
の
で
し
ょ
う
か
。「
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と

の
能
力
」「
人
の
気
持
ち
を
押
し
量
る
能
力
」「
話
し
合
っ

て
問
題
を
解
決
す
る
能
力
」「
伝
え
る
た
め
に
表
現
を
工

夫
す
る
能
力
」
な
ど
な
ど
…
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

中
世
と
は
ど
ん
な
時
代
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
考
え
る

わ
た
し
は
日
本
史
を
専
攻
し
て
い
ま
し
て
、
今
は
お
も
に

三
つ
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一つ
目
は
、
大
学
院
に
入
っ
て
以
来
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ

る
戦
国
時
代
の
研
究
で
す
。
こ
の
ご
ろ
は
少
し
時
期
を
広

げ
て
、
十
五
世
紀
の
後
半
か
ら
、
江
戸
時
代
前
期
に
あ
た

る
十
七
世
紀
ま
で
を
対
象
に
考
え
て
い
ま
す
。
戦
国
大
名

が
活
躍
し
、
統
一
政
権
が
で
き
た
こ
の
時
代
は
、
日
本
の

社
会
全
体
の
大
き
な
転
換
期
に
位
置
し
て
い
る
と
と
も
に
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
時
代
に
何
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
、
中

世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
そ

成蹊
教育の

成蹊の“学び”を
レポート

14No.いま

新潟県佐渡に生まれる。一橋大学大学院経済学研究科博士後
期課程単位取得。1991年より成蹊大学文学部に着任。過去・
現在に神奈川県・新潟県・小田原市・八王子市・町田市等の文化
財保護審議会委員を務める。『戦国時代社会構造の研究』（校
倉書房、1999年。成蹊大学より出版助成を受ける）で2000年
に角川源義賞を受賞。楽しみはカメ（亀）グッズを集めること。

大学・
文学部

小学校

中学・
高等学校

大学・
法学部

自ら赴き、歴史の痕跡を
探し、感じる

成蹊大学文学部国際文化学科  教授

池
い け が み

上 裕
ひ ろ こ

子
日本の中近世移行期研究

1960年生まれ。1986年より現職。現2年南組担任。研究主任。
国語科担当。著作に『話すこと聞くことの指導（共著）』『探求型
学習をどう進めるか（共著）』『総合的な学習に役立つ劇の本（共
著）』『全員参加の楽しい学級劇・学年劇脚本集（共編）』『みん
なが活躍できる劇の本（共編）』他、多数。

大学・
文学部

小学校

中学・
高等学校

大学・
法学部

ドラマ教育で
コミュニケーション能力を！

小学校教諭

林
はやし

 久
ひ さ ひ ろ

博
国語科教育

子どもたちも大好きな「ドラマ」の活動

身体を使って表現する ドラマ教育の様子

写真２：中世、特に13～15世紀に関東地方で多く
つくられた板碑（板石塔婆ともいう。石でつくった
供養塔）。文字資料が少ない関東地方では貴重な
歴史研究資料

写真3：地元の人びとの信仰を集め続けている石
仏。都市化が進んだ横浜市でも、こんな場面に出
会います

写真１：中世の多摩川渡河点近くにあった関戸宿
の跡（東京都多摩市）に鎮座する熊野神社
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成
蹊
実
務
学
校
の
特
色

開
校
式
の
十
日
前
に
校
舎
が
全
焼
す
る
と
い
う

苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）

年
四
月
一日
、
成
蹊
実
務
学
校
が
開
校
し
た
。

各
種
学
校
と
し
て
の
船
出
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

中
学
校
令
や
商
業
学
校
令
に
縛
ら
れ
ず
、
自
由
な

立
場
で
独
自
の
教
育
を
実
践
し
た
い
と
い
う
中
村

春
二
の
強
い
意
思
の
あ
ら
わ
れ
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
実
務
学
校
と
い
う
名
称
は
つ
い
て
い

た
も
の
の
、
一
般
的
な
実
務
・
技
能
教
育
と
は
大

き
く
異
な
る
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
中
村
が

実
務
学
校
に
お
い
て
実
践
し
た
新
教
育
は
、
欧
米

流
の
教
育
学
説
・
新
教
育
思
想
の
模
倣
や
追
従
で

は
な
く
、
彼
独
自
の
構
想
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
立
場
は
、
独
自
の
教
育
的
理
想
像
を
あ
く

ま
で
日
本
的
土
壌
の
上
に
培
お
う
と
試
み
た
も
の

だ
っ
た
。

学
生
塾
『
成
蹊
園
』
以
来
の
伝
統
で
あ
る
家

族
的
、
私
塾
的
形
態
を
と
り
、
生
徒
は
主
と
し

て
中
流
以
下
の
子
弟
を
対
象
と
し
た
。
無
月
謝
、

全
寮
制
で
、
恵
ま
れ
な
い
境
遇
の
子
弟
に
進
学
の

道
を
開
き
、
英
才
教
育
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

埋
も
れ
た
大
衆
の
中
か
ら
有
為
な
人
材
を
発
掘
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

成
蹊
実
務
学
校
が
目
標
と
し
た
の
は
、
堅
固
な

品
性
を
持
ち
、
社
会
の
中
流
に
立
っ
て
諸
般
の
実

務
に
当
り
、
能
く
国
家
の
中
堅
と
な
り
、
国
力
の

充
実
を
は
か
る
べ
き
覚
悟
と
実
力
と
を
有
す
る
人

物
の
育
成
で
あ
る
。
内
実
の
と
も
な
わ
な
い
「
学

歴
」
で
は
な
く
、
真
の
「
学
力
」
を
有
す
る
「
信

頼
さ
れ
る
人
間
」
の
養
成
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
画
一
教
育
を
排
し
、
人
間
個
性
の
教
育
、

特
に
個
性
の
発
見
伸
長
に
よ
る
英
才
教
育
を
う

た
っ
て
い
た
。
ま
た
、教
師
と
生
徒
の
情
誼
の
発
揮
、

品
性
の
陶
冶
な
ど
の
具
体
的
教
育
目
標
も
打
ち
出

さ
れ
た
。

こ
う
し
て
開
校
し
た
成
蹊
実
務
学
校
で
は
、「
新

教
育
」
の
旗
印
の
も
と
、
独
自
の
新
し
い
教
育
シ

ス
テ
ム
が
次
々
に
導
入
さ
れ
て
いっ
た
。

学
科
課
程
で
重
点
を
置
い
た
の
は
、
英
語
、
数

学
、
国
語
、
理
科
な
ど
の
一
般
教
科
で
、
珠
算
や

簿
記
な
ど
の
実
務
科
目
と
比
べ
て
二
〜
三
倍
の
授

業
時
間
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
か
ら

も
実
業
教
育
を
主
体
と
す
る
実
務
学
校
と
は
一
線

を
画
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
村
は
、
日
本

の
文
化
的
水
準
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

欧
米
近
代
思
想
の
吸
収
が
不
可
欠
と
確
信
し
、

各
学
年
と
も
英
語
に
最
多
の
時
間
数
を
割
り
当
て

た
。
卒
業
ま
で
に
英
字
新
聞
や
原
書
を
読
め
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
、
実
際
、
当
時
の
生
徒

た
ち
は
古
典
英
語
に
よ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
も
読

破
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
理
科
系
学
科
は
教

科
書
に
依
ら
ず
、
野
外
の
観
察
実
験
が
中
心
だ
っ

た
。
こ
う
し
た
教
育
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
公
教
育

と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
大
き
な
特
色
と
い
え
る
の
が
独
特
の

鍛
練
主
義
教
育
で
あ
る
。
凝
念
や
心
力
歌
の
唱
和

に
象
徴
さ
れ
る
精
神
修
養
、
気
力
の
養
成
な
ど
の

克
己
主
義
、
劇
し
い
労
働
作
業
、
断
食
・
徹
夜
会
・

寒
中
水
泳
と
い
っ
た
実
地
訓
練
な
ど
が
徹
底
的
に

行
わ
れ
た
。
そ
の
目
的
は「
気
力
の
涵
養
」
と「
正

直
な
人
間
の
育
成
」
で
あ
っ
た
。
利
己
的
な
立
身

出
世
主
義
を
否
定
す
る
中
村
は
、
偽
善
や
狡
猾

を
排
し
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
真
に
社
会

を
支
え
る
人
間
の
育
成
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

成
蹊
実
務
学
校
は
厳
し
い
勉
学
、
鍛
練
の
場

で
あ
っ
た
反
面
、
少
数
定
員
制
（
一
学
級
定
員

二
十
五
名
以
内
）
が
醸
し
出
す
家
庭
的
雰
囲
気

に
満
ち
、
教
師
と
生
徒
の
間
に
は
親
愛
和
楽
の
風

が
あ
っ
た
。
中
村
は
、
教
育
の
徹
底
を
図
る
た
め

に
は
、
教
師
と
生
徒
は
常
に
共
に
あ
り
、
相
互
の

精
神
が
共
鳴
し
、
真
に
融
合
一
致
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
説
き
、
労
働
作
業
や
鍛
練
で
も
、
教
師

は
常
に
生
徒
と
一
緒
だ
っ
た
。
中
村
自
身
も
先
頭

に
立
ち
、
率
先
躬
行
を
実
行
し
た
。
教
師
が
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
性
格
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
な
し

に
、
個
性
重
視
の
教
育
は
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ

ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
新
教
育
運
動
」
の
推
進

成
蹊
実
務
学
校
の
個
性
重
視
の
教
育
は
、
教
育

界
に
新
風
を
吹
き
込
む
も
の
と
し
て
、
次
第
に
有

識
者
や
教
育
関
係
者
の
注
目
を
集
め
、
日
本
全
国

か
ら
参
観
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
気
運
を
受
け
て
、
一九一五
（
大
正
四
）

年
、
雑
誌
『
新
教
育
』
が
創
刊
さ
れ
、
成
蹊
教
育

を
普
及
す
る
機
関
誌
と
し
て
多
く
の
読
者
を
得
た
。

中
村
も
各
地
に
講
演
会
に
出
向
く
と
と
も
に
、

地
方
に
「
新
教
育
会
」
の
支
部
を
つ
く
り
、
意
欲

的
に
「
新
教
育
運
動
」
を
推
進
し
た
。「
新
教

育
会
」
は
後
に
「
成
蹊
教
育
会
」
と
し
て
結
成

さ
れ
、
会
員
数
は
全
国
支
部
を
合
わ
せ
て
三
千
余

名
を
越
え
る
運
動
組
織
に
成
長
し
た
。

こ
の「
新
教
育
運
動
」は
、大
正
期
に
巻
き
起
こ
っ

た
教
育
方
法
改
革
論
と
は
や
や
質
の
異
な
る
も
の

で
あ
る
が
、「
大
正
期
自
由
教
育
運
動
」
の
導
火

線
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
う
し
て
成
蹊
実
務
学
校
の
教
育
は
社
会
の
注

目
を
浴
び
、
入
学
志
望
者
も
殺
到
し
た
。
け
れ

ど
も
、
教
育
の
特
色
で
あ
る
少
数
定
員
制
を
堅
持

す
る
た
め
、
毎
年
の
入
学
者
は
二
十
五
名
以
内
に

厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
入
学
を
許
可
さ
れ
た

生
徒
た
ち
は
少
人
数
で
あ
る
と
は
い
え
意
気
軒
昂

た
る
希
望
と
理
想
に
燃
え
て
お
り
、
他
の
公
私
立

学
校
に
は
見
ら
れ
な
い
充
実
感
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
成
蹊
実
務
学
校
は
中
学
校
令

に
基
づ
く
学
校
で
は
な
い
た
め
、
高
等
学
校
、
大

学
へ
の
進
学
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い

た
。
既
存
の
学
校
制
度
の
枠
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
自
由
な
立
場
で
独
自
の
教
育
を
実
践
し
て
き

た
中
村
で
あ
っ
た
が
、
実
務
学
校
に
な
ら
ん
で
当

時
の
学
校
令
の
も
と
に
お
い
て
も
、
成
蹊
教
育
の

理
想
を
実
現
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
こ
う
し
て
、

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
成
蹊
中
学
校
を
皮
切

り
に
、小
学
校
、実
業
専
門
学
校
、女
学
校
が
次
々

と
創
設
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

成
蹊
実
務
学
校
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
は

中
村
春
二
の
強
い
意
思
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

成
蹊
教
育
の
樹
立
と
、そ
の
特
色

●
次
回
の
テ
ー
マ
は
「
池
袋
の
各
校
の
誕
生
」
で
す
。

（
企
画
・
監
修  

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
推
進
室
）

成蹊実務学校の外観成蹊教育の機関誌『新教育』

左：中村春二直筆の『心力歌』
中：凝念の様子
右：当時使用されていた、英語の教科書



明
る
く
開
放
的
な
空
間
で

子
ど
も
た
ち
が
ゆ
と
り
を
持
っ
て
生
活

新
校
舎
に
は
、
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

け
や
き
ホ
ー
ル
は
、
文
化
祭
の
展
示
場
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
会
合
場
所
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
吹
き

抜
け
な
の
で
圧
迫
感
が
な
く
て
よ
い
と
、
来
校

し
た
方
の
評
判
も
上
々
で
す
」（
金
納
校
長
）。

図
書
室
は
約
三
万
冊
が
収
容
可
能
な
本
棚
を

備
え
、
そ
の
広
さ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
大
学
の
図

書
館
並
み
。
一
階
の
ソ
フ
ァ
ー
で
は
、
ガ
ラ
ス

を
通
し
て
降
り
注
ぐ
陽
光
の
下
、
ゆ
っ
た
り
と

読
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
明
る
く
広
々
と
し
た
開
放
的
な
校
舎
で
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
ゆ
と

り
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
教
師
の
目
が
届

き
や
す
く
、
安
心
し

て
子
ど
も
た
ち
を
遊

ば
せ
ら
れ
る
の
が
よ
い

で
す
ね
」
と
佐
藤
教

諭
は
語
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

よ
り
行
き
届
い
た
指
導
が
可
能
に

前
述
の
金
納
校
長
の
話
に
も
あ
る
通
り
、
成

蹊
小
学
校
で
は

二
〇
〇
八
年
か
ら

＊
一
ク
ラ
ス
二
十
八

人
・
四
学
級
の
少

人
数
学
級
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

一
ク
ラ
ス
の
子

ど
も
の
数
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

金
納
校
長
を
は
じ
め
、
佐
藤
教
諭
や
宮
下
教
諭

は
「
一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
く
よ
う
に
な

り
、
密
度
の
濃
い
血
の
通
っ
た
指
導
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
異
口
同
音
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
休
み
時
間
も
含
め
て
、

子
ど
も
と
関
わ
る
時
間
が
増
え
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
考
え
や
行
動
が
掌
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
一
番
で
す
ね
。
学
習
が
遅
れ
て
い
る
子
、

特
定
教
科
が
苦
手
な
子
な
ど
に
綿
密
な
指
導
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
宮
下
教
諭
）。

成
蹊
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
書
く
日

記
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
表
現
で
き
る
力

を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
と
教
員
と
の
密

接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
シ
ー
ョ
ン
を
図
る
、
独
自
の

「
日
記
指
導
」
が
伝
統
的
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。「
日
記
指
導
も
、
一
人
ひ
と
り
の
日
記

に
じ
っ
く
り
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
き
め
細
か
い
指
導
が
で
き
、
子
ど

も
た
ち
と
の
心
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
佐
藤
教
諭
）。

少
人
数
学
級
制
導
入
を
機
に

教
員
の
意
識
改
革
も
進
む

少
人
数
学
級
制
の
持
つ
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り

生
か
し
た
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
全
教
員

よ
り
密
度
の
濃
い
教
育
の
実
践
が

新
校
舎
建
設
の
目
的

新
校
舎
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
子
ど
も

た
ち
が
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
や
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
で
歓
声
を
上
げ
て
い
る
姿
に
出
会
い

ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
七
月
の
完
成
か
ら
二

年
が
経
ち
、
新
校
舎
は
子
ど
も
た
ち
の
学
校

生
活
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着

し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
校
舎
建
設
の
経
緯
に
つ
い
て
、
金
納

善
明
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

「
成
蹊
小
学
校
で
は
、
創
立
者
が
め
ざ
し
た

『
個
性
尊
重
の
少
人
数
教
育
』
を
現
代
に
お
い

て
も
実
現
す
る
た
め
、
一
学
年
を
三
学
級
か

ら
四
学
級
に
増
や
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
ク
ラ
ス
の
人
数
を
約
十
人
減
ら
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。
小
規
模
な
学
級
の
な
か
で
、

よ
り
密
度
の
濃
い
教
育
を
行
う
場
を
提
供
す

る
こ
と
が
、
今
回
の
小
学
校
の
新
校
舎
建
設

の
目
的
で
す
」。

続
け
て
金
納
校
長
は
、「
本
校
で
は
、『
ゆ
と

り
あ
る
学
校
生
活
の
な
か
で
子
ど
も
の
個
性
を

育
て
る
』
こ
と
を
教
育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
教
育
の
場
と
な
る
校
舎
も
個
性

的
で
あ
り
た
い
。
成
蹊
小
学
校
の
教
育
理
念
で

新
校
舎
で
育
ま
れ
る

子
ど
も
た
ち
の
個
性 

こ
れ
ら
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
は
、〝
学
び
〞
の

可
能
性
も
大
き
く
広
げ
ま
し
た
。

「
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
は
、
広
さ
を
必
要
と
す

る
授
業
や
学
年
全
体
で
取
り
組
む
行
事
の
準
備

作
業
を
行
う
の
に
最
適
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
も
設

置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
」（
宮
下
教
諭
）。

「
教
科
の
領
域
を
超
え
た
学
習
を
行
う
『
こ

み
ち
』
の
授
業
で
は
、
収
穫
し
た
野
菜
や
果
物

を
す
ぐ
に
テ
ラ
ス
に
持
ち
込
ん
で
ス
ケ
ッ
チ
し

て
い
ま
す
。
低
学
年
の
テ
ラ
ス
は
地
面
と
フ

ラ
ッ
ト
で
、
土
の
延
長
上
で
学
習
が
行
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
土
に
触
れ
、
土
に
親
し
む
と
い

う
、
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
の
基
本
を
学
び
、

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
の
で
す
」（
佐

藤
教
諭
）。

「
教
室
の
中
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
場
が
学

習
の
場
で
あ
る
」
と

い
う
の
は
、
成
蹊
教

育
の
基
本
理
念
の
一
つ

で
す
が
、
両
先
生
の

話
を
聞
い
て
い
る
と
、

共
有
ス
ペ
ー
ス
は
、
ま

さ
に
そ
れ
を
体
現
す

る
場
と
な
っ
て
い
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

少
人
数
教
育
と
開
放
感
あ
ふ
れ
る
新
校
舎
で

「
自
立
・
連
帯
・
創
造
」
の
力
を
育
む

金納善明 校長

佐藤正信 教諭

宮下浩 教諭
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▲読書に親しむ環境が整えられた図書室

あ
る
〝
自
立
・
連
帯
・
創
造
〞
を
具
現
化
す
る

場
で
あ
り
た
い
。
こ
う
し
た
考
え
を
基
本
に
新

校
舎
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
い
っ
た
の
で
す
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

一
ク
ラ
ス
の
人
数
を
減
ら
す
こ
と
に
伴
い
、

教
室
の
面
積
は
若
干
小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
ぶ
ん
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
や
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
と
い
っ
た
共
有
ス
ペ
ー
ス
が
充
実
し

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
仕
切
り
が
な
い
の
で
、
ク

ラ
ス
の
枠
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
で
一
緒
に
文
化
祭
の
展
示
の

準
備
を
し
た
り
、
テ
ラ
ス
で
縄
跳
び
を
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
同
じ
学
年
と
い
う
連
帯
感
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
」。
こ
う
語
る
の
は
五
年
生
を
受
け

持
つ
宮
下
浩
教

諭
。
二
年
生
担

任
の
佐
藤
正
信

教
諭
も
「
ク
ラ

ス
や
学
年
を
越

え
た
交
流
の
場

が
で
き
た
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
と
っ
て

非
常
に
有
意
義

で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

▲「連帯する力」は友人との遊びからも養われる

▲ 心の交流を通して、綿密な指導が可能になる

▲ 本館外観。仕切りのない広 と々したウッドデッキテラス

（
企
画・
監
修   

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
推
進
室
）

が
成
蹊
の
め
ざ
す
教
育
を
理
解
し
、
教
育
理

念
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
そ
の

た
め
に
、
新
任
教
員
に
は
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
ん
で
指
導
す
る
と
と
も
に
、
学
校
全
体

で
校
内
研
究
会
と
い
う
機
会
を
設
け
、
ベ
テ

ラ
ン
教
員
を
含
め
て
、
常
に
成
蹊
は
ど
う
い

う
教
育
を
め
ざ
す
べ
き
か
、
今
後
ど
の
よ
う

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
く
べ
き

か
と
い
っ
た
こ
と
を
常
に
検
討
し
て
い
ま
す
」

（
金
納
校
長
）。

さ
ら
に
、「
教
師
は
、
人
間
性
と
専
門
性
を

兼
ね
備
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
常
に
考
え
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
専
門
性
と
は
、
国
語
や

算
数
な
ど
の
教
科
の
専
門
性
に
加
え
て
、
子

ど
も
や
保
護
者
に
信
頼
さ
れ
る
教
師
で
あ
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
人
間
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
専

門
性
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
成
蹊
が
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
教
師
を
育

成
し
続
け
る
こ
と
も
不
可
欠
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

金
納
校
長
は
最
後
に
こ
う
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
す
。「
少
人
数
学
級
制
に
対
す
る
専
任
教

員
の
組
織
も
よ
う
や
く
固
ま
り
、
新
校
舎
で

の
学
習
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
て
成
蹊
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
体
制
が

整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
五
年
の
小
学
校

創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
さ
ら
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
に
は
、『
伝
統
に
立
脚
し

て
未
来
を
考
え
よ
』
と
い
う
創
立
者
の
言
葉

を
噛
み
締
め
、〝
自
立
・
連
帯
・
創
造
〞
と
い

う
本
校
の
教
育
理
念
を
再
認
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
土
台
に
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
す
教
育
体
制
を

構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
身
を

引
き
締
め
て
い
ま
す
」。

この方々に
インタビューしました 成

蹊
小
学
校

成
蹊
小
学
校
で
は
、
二
十
八
人
・
四
学
級
制
の
少
人
数
教
育
を
採
用
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
伸
ば
す
き
め
細
か
い
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年

に
は
明
る
く
開
放
的
な
新
校
舎
が
完
成
し
、
教
育
環
境
が
一
層
充
実
し
ま
し
た
。

＊
な
お
、
四
〜
六
年
生
は
一
ク
ラ
ス
三
十
二
人
に
な
り
ま
す
。

▲歌いながら体を動かし、五感すべてを使って学ぶ、英語の授業の様子
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大学の近況

学園の“いま”をお知らせします。

卒業生の皆さまへ 大学入試願書無料配付のお知らせ

2010年度後期公開講座
「むさしの ―昨日・今日・明日―」
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成
蹊
レ
ガ
ッ
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

六
月
二
十
四
日
、
戸
田
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
を
会
場
に
成

蹊
レ
ガ
ッ
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
に
第
一
回
大
会
が
行

わ
れ
て
か
ら
、
今
回
で
四
十
二
回
目

と
な
る
今
大
会
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
体
育
会
の
学
生
は
も
と
よ
り
、

普
段
ス
ポ
ー
ツ
に
接
す
る
機
会
の
少

な
い
学
生
・
教
職
員
ら
も
、
み
な
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

論
家
で
あ
り
、
本
学
で
非
常
勤
講
師
も
務
め
る
小
野
俊
太

郎
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
週
の
二
十
五
日
は

『
成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業 

英
国
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学 

ペ
ン

ブ
ル
ッ
ク
劇
団
公
演
「
か

ら
騒
ぎ
〜
M
u
c
h 

A
d
o 

a
b
o
u
t 

N
o
t
h
i
n
g

〜
」
』
が
開
催
さ
れ
、
当

日
は
会
場
が
満
員
と
な
る

ほ
ど
大
勢
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ペ
ン

ブ
ル
ッ
ク
劇
団
は
出
身
者

に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
俳
優
も
い

る
と
い
う
本
格
的
な
学
生

劇
団
で
、
客
席
で
は
本
場

の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
堪

能
で
き
た
こ
と
に
賞
賛
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

本
学
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
よ
り
九
十
三
名

が
同
試
験
を
受
験
し
、
そ
の
結
果
、
短
答
式
試
験
の
合

格
に
必
要
な
成
績
を
得
た
の
は
五
十
六
名
、
論
述
式
試

験
を
経
て
最
終
的
に
合
格
さ
れ
た
の
は
十
一
名
（
内

訳
：
既
修
八
名
、
未
修
三
名
）
で
し
た
。
合
格
さ
れ
た

方
に
は
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
法
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
全
国
で
の
総

受
験
者
数
は
八
千
百
六
十
三
名
、
最
終
合
格
者
は

二
千
七
十
四
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
七
月
三
十
一
日
・
八
月
一
日
、

十
月
三
日
に
開
催
さ
れ
、
学
科
別
の
体
験
講
義
や
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
入
試
相
談
会
や
在
学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

ツ
ア
ー
と
い
っ
た
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
蹊
会
振
興
助
成
金
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
）

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

大
学
の
体
育
会
と
文
化
会
に
所
属
す
る
在
学
生
の
活

躍
を
期
待
し
、
成
蹊
会
（
卒
業
生
団
体
）
か
ら
毎
年

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
」
と
「
文
化
振
興
助
成
金
」

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
贈
呈
式
は
六
月
二
十
八
日
学
園
史
料
館
二
階

研
修
室
で
行
わ
れ
、
十
団
体
（
後
述
）
に
対
し
「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
助
成
金
」
が
成
蹊
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
委
員
会
の
力

石
浩
委
員
長
（
法
三
回
卒
）
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
力

石
委
員
長
か
ら
は
、
母
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
卒
業

生
の
熱
い
期
待
が
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
四
大
学
運
動

競
技
大
会
で
の
活
躍
を
祈
念
し
た
激
励
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
文
化
振
興
助
成
金
」
も
三
団
体
（
後
述
）
に

贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
蹊
会
で
は
、
卒
業
生
か

ら
の
会
費
収
入
を
原
資
と
し

て
母
校
支
援
の
た
め
の
各
種

活
動
（
育
英
奨
学
、
学
術
・

教
育
助
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

国
際
交
流
、
文
化
振
興
の
各

事
業
）
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
助
成
も
そ
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
（
総
額
七
十
五
万
円
）

剣
道
部
／
ラ
ク
ロ
ス
部
女
子
／
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
／
應
援
指
導
部
／
水
泳
部
／
蹴
球
部
／
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
／
軟
式
野
球
部
／
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
部
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

◆
体
育
会
イ
ベ
ン
ト
助
成
（
総
額
十
五
万
円
）

学
内
陸
上
／
レ
ガ
ッ
タ

◆
文
化
振
興
助
成
金
（
総
額
三
十
五
万
円
）

文
化
会
本
部
／
欅
祭
本
部
／
新
聞
会

成
蹊
大
学
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ウ
ィ
ー
ク
開
催

九
月
十
八
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
二
週
に
わ
た
り
、

「
成
蹊
大
学
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ウ
ィ
ー
ク
」
と
題
し

て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。

十
八
日
は
「
清
水
護
英
語
教
育
助
成
資
金
講
演
会 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
喜
劇
の
愉
し
み
方
」
と
題
し
、
文
芸
評

二
〇
一
〇
年
度
　
学
位
授
与
式

二
〇
一
〇
年
度
学
位
授
与
式
（
九
月
卒
業
）
が
九
月

二
十
五
日
、
本
館
大
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
二
名

が
出
席
し
、
和
や
か
に
式
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

工
学
論
文
博
士
一
名
と
、
卒
業
者
十
八
名
の
計
十
九

名
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
学
部
卒
業
者
数
の

内
訳
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
二
年
度
　
新
司
法
試
験

本
学
か
ら
十
一
名
が
合
格

九
月
九
日
、
法
務
省
よ
り
第
五
回
「
新
司
法
試
験
」

の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

卒業者数

経済学部 5名

文学部 8名

法学部 5名

第1回
10月30日（土）

「ジャズと春樹と武蔵野と」
宮脇 俊文（経済学部教授）

第2回 
11月27日（土）

「武蔵野の演劇文化」
箕島 裕二氏（前吉祥寺シアター支配人／現・まつもと市民芸術館
プロデューサー兼支配人）
聞き手：日比野 啓（文学部准教授）

第3回 
12月4日（土）

「地図で読む武蔵野」
小田 宏信（経済学部教授）

第4回 
12月11日（土）

「歴史から見た武蔵野」
光田 剛（法学部教授）

第5回 
12月18日（土）

パネルディスカッション
「生まれ変わる吉祥寺と武蔵野の明日」

大橋 一範氏（週刊きちじょうじ編集長）
本田 拓夫氏（吉祥寺活性化協議会会長）
郡 護氏（前吉祥寺まちづくり事務所所長／現・武蔵野市企画政
策室企画調整課課長）
司会：見城 武秀（文学部准教授）

会              場：成蹊大学8号館101室（各日共通）
時              間：13時30分～15時30分（各日共通）
受     講     料：無料（申込不要）

どなたでもご参加いただけます。講演は各回ごとに完結します
ので、ご希望の回だけの受講も可能です。

お問い合わせ先：成蹊大学 企画運営課
〒180-8633　東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
電話：0422-37-3535　FAX：0422-37-3883
URL：http://www.seikei.ac.jp/university/

１願書請求方法：電話、FAX、メールまたは郵便にて
①氏名　②住所※1　③電話番号　④最終卒業校（大学は学部）
⑤卒業年　⑥必要部数　を成蹊会までご連絡ください。
※1 郵送先は成蹊会登録の住所となります。

	 TEL：0422-51-2244　FAX：0422-54-6766
　　　 ＜申込先＞	 e-mail：seikeikai@jim.seikei.ac.jp

	 社団法人成蹊会　大学入試願書無料送付係　宛

２ 受  付  期  限：2011年1月17日（月）
３ お問い合わせ先：成蹊大学入試センター　電話：0422-37-3533

書店等で販売中の2011（平成23）年度成蹊大学一般入学試験要項（願書）を、
卒業生に無料でお送りいたします。下記の方法でお申込ください。

合 格 者 の 声

私が本学法科大学院を志望した理由は、社会人から新卒者
まで多様な背景をもった学生が集まっていること、定評ある教科
書に基づいた少人数制教育が充実していること、の 2 点です。

本学では、大半の授業がソクラテス・メソッドを採用してお
ります。学生は、事前に配付された事例と設問を予習した上
で、授業に出席することを求められますが、授業においては、
ただ設問に解答するのみでは足りません。解答に至った理由、
自己の見解に対する反論への対応、関連問題など、先生か
ら矢継ぎ早に追及されることになります。このような授業を通
じて、自ら事案を分析する姿勢、争点を発見する能力、妥当
な解決を導こうとする心構えを養うことができました。

今年実施された第 5 回新司法試験は、全国の受験生にとっ
て厳しい結果となりました。そのなかで幸運にも合格すること
ができたのは、熱意をもってご指導くださった先生方、快適に
学習できるよう温かくサポートしてくださった事務室の方々、同
じ目標に向かって切磋琢磨してきた学友達のおかげです。皆
さま方に心より御礼申し上げます。

本学より授かった貴重な財産を公益のために役立てられるよ
うな法曹を目指して、研鑽を積みたいと考えております。

少人数制の利点を
最大限に活かした教育と、温かい学習環境

板野 祥典さん

吉
祥
寺
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
に

本
学
学
生
が
参
加
し
ま
し
た

今
年
で
三
十
六
回
目
を
迎
え
る
「
吉
祥
寺
ふ
れ
あ
い

夏
ま
つ
り
」
が
、
七
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
、
東
急
百
貨
店
吉
祥
寺
店
北
側
と
西
側
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
「
U
n
i.
」

と
「
成
蹊
フ
ェ
ア
フ
レ
ン
ズ
」
の
有
志
に
よ
る
学
生
が
、

成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
学
生
企
画
と

し
て
実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
コ
ー

ヒ
ー
」
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販

売
や
、
成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇

周
年
の
告
知
活
動
に
携
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
企
画
で
得
ら
れ
た

収
益
金
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

の
普
及
お
よ
び
地
域
交
流
を
目

的
と
し
た
J
I
C
A
ア
フ
リ
カ

支
援
基
金
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

日本テレビ系列にて、7月より9月まで放送のドラマ
「美丘― 君がいた日々 ―」の撮影が、本学にて行われまし
た。本学でのロケは、前半での美丘らの学生生活のシーン
が中心となり、本館や3号館などが撮影に使用されました。

原作は成蹊大学出身の石田衣良氏で、主演の美丘役
に吉高由里子さん、太一役に林遣都さんのほか、勝地涼
さん、寺脇康文さん、谷原章介さん、真矢みきさんらが出
演しました。

ド
ラ
マ「
美
丘
―
君
が
い
た
日
々
―
」が

本
学
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た

成蹊大学法科大学院
2008年度入学
法学既修者
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も
大
広
間
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
変
更
と
な
り
、
熱
気
溢
れ

る
イ
ベ
ン
ト
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
は
雨
も
上

が
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
別
れ
を
告
げ
、
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。
途
中
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
を
体
験
。

パ
ッ
ク
一
杯
の
お
土
産
を
持
っ
て
午
後
四
時
過
ぎ
に
学

校
に
到
着
し
ま
し
た
。

天
候
不
順
の
た
め
計
画
通
り
に
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
に
残
る
行

事
を
体
験
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
諸
行
事

九
月
十
四
日
、
十
五
日
の

両
日
、
高
等
学
校
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

九
月
十
五
日
に
は
中
学
体
育

祭
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
高
校
の
体
育
大
会
は
球

技
に
よ
る
ク
ラ
ス
対
抗
の
形

を
と
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
両
日
と
も
ま
ず
ま
ず
の

天
候
に
恵
ま
れ
、
ク
ラ
ス
対
抗
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
各
競
技
が
大
学
の

施
設
を
含
め
校
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
す
べ
て
の

球
技
が
終
わ
っ
た
あ
と
全
員
が
け
や
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

集
合
し
、
学
年
別
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

中
学
体
育
祭
で
は
、
大
玉
転
が
し
、
二
人
三
脚
、
障
害

物
競
走
、
騎
馬
戦
、
リ
レ
ー
な
ど
の
種
目
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昼
休
み
後
に
行
わ
れ
た
恒
例
の
応
援
合
戦
で
は
、
一

年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
縦
の
同
一
ク
ラ
ス
が
一
丸
と
な

り
、
事
前
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス

の
応
援
も
非
常
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
審
査
に
あ

た
っ
た
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
員
た
ち
は
採
点
に
大
変

苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
猛
暑
が
続
き
、
体
育
行
事
の
実
施
に
あ
た
っ

て
も
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
九
月
半
ば
に

な
っ
て
気
温
も
下
が
り
、
快
適
な
状
況
の
も
と
で
行
事

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
胸
を
な
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

十
月
二
日
、
三
日
の
両
日
、
中
高
の
文
化
祭
（
蹊

祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
高
の
各
H
R
棟
で
は
、

文
化
部
の
展
示
や
学
年
展
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
中
庭
に
設
け
ら
れ

た
縁
日
会
場
で
は
、
各
団
体
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
焼
き

鳥
、
団
子
、
か
き
氷
な
ど
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中

高
と
も
体
育
館
に
設
け
た
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
有
志
な
ど
が
ダ
ン
ス
や
演
奏
を
披
露

し
、
中
学
生
徒
ホ
ー
ル
で
は
音
楽
の
発
表
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
教
室
で
は
、
中
高
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ス
ト
リ
ン
グ
ス
部
の
演
奏
、
ダ
ン
ス
部
、
演
劇
部
な
ど

の
公
演
で
日
頃
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

高
等
学
校
学
習
旅
行

こ
の
夏
休
み
中
に
国
内
五
コ
ー
ス
、
海
外
三
コ
ー
ス

の
計
八
コ
ー
ス
の
学
習
旅
行
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
今
年
の
新
コ
ー
ス
「
ベ
ト
ナ
ム
の
極
意
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
は
今
や
ア
ジ
ア
観
光
の
目
玉
的

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
三
十
五
年
ほ
ど
前
ま
で
悲

惨
な
戦
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
学
習
旅
行
で

は
ベ
ト
ナ
ム
の
今
と
昔
を
学
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ
に
据
え

ま
し
た
。
二
日
目
に
は
地
元
高
校
と
の
学
校
交
流
、
午

後
に
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
の
見
学
と
、
今
の
ベ
ト
ナ
ム

に
触
れ
、
三
日
目
に
は
ツ
ー
ヅ
病
院
を
訪
問
し
、
米
軍

が
散
布
し
た
枯
れ
葉
剤
に
よ
る
後
遺
症
に
苦
し
み
、
大

手
術
で
全
快
後
こ
こ
で
働
く
ド
ッ
ク
さ
ん
の
講
演
を
聴

き
、
午
後
は
か
つ
て
の
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
の

拠
点
ク
チ
で
米
軍
の
攻
撃
に
対
抗
し
て
掘
ら
れ
た
ク
チ

ト
ン
ネ
ル
を
見
学
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
悲
惨
さ
と
民
族
自

立
の
力
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
美
し
さ
で
知
ら
れ
る
メ

コ
ン
川
ク
ル
ー
ズ
を
行
う
な

ど
多
彩
な
内
容
で
し
た
。
こ

の
よ
う
に
学
習
旅
行
は
、
学

習
の
要
素
と
楽
し
さ
を
組
み

合
わ
せ
て
高
校
二
年
希
望
者

を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
歓
迎
行
事
、
夜
は
交
流
参
加
者
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
経

験
者
、
学
校
関
係
者
な
ど
百
五
十
名
ほ
ど
が
集
ま
っ
て
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
両
校
の
関
係
を
な
お
一
層

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

国
際
交
流
関
係
行
事
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
交
流
六
十

周
年
を
記
念
し
て
の
両
角
校
長
の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
校
訪

問
、
高
校
生
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
カ

レ
ッ
ジ
短
期
留
学
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
レ
ポ
ー
ト

武
蔵
野
市
の
環
境
活
動
に
参
加
し
た
高
等
学
校
生
徒

会
長
桑
祐
子
さ
ん
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

七
月
、
高
等
学
校
生
徒
会
環
境
担
当
と
蹊
祭
実
行
委
員

会
環
境
パ
ー
ト
の
委
員
計
六
名
で
、
武
蔵
野
市
の
「
高
校

生
ご
み
意
識
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
市
内

の
各
高
校
か
ら
二
十
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
他
校
生
と
の
グ
ル
ー
プ

で
環
境
美
化
に
対
す
る
考
え
や
、
普
段
か
ら
自
分
が

行
っ
て
い
る
環
境
活
動
を
紹
介
し
、
意
見
交
換
し
、
よ

り
広
い
視
野
で
環
境
美
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う

も
の
で
し
た
。
は
じ
め
は
「
『
ご
み
』
か
ら
連
想
さ
れ

る
言
葉
を
、
二
分
間
、
思
い
つ
く
限
り
書
く
」
と
い
う

作
業
で
し
た
。
書
き
上
げ
た
後
、
連
想
し
た
言
葉
を
紹

介
し
合
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ

た
言
葉
や
、
逆
に
同
じ
言
葉
で
も
問
題
意
識
の
発
想
が

違
う
も
の
に
触
れ
、
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
日
々
何
ら
か
の
形
で
「
ご
み
」
を
出
し
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
「
出
さ
な
く
て
済
む
ご

み
」
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
か
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
結
果
、
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
レ
ジ
袋
の
代
わ

り
に
マ
イ
・
バ
ッ
グ
を
使
う
、
ち
り
紙
で
は
な
く
布
巾
で

拭
き
と
る
な
ど
…
「
物
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
当
た
り

前
の
姿
勢
を
当
た
り
前
に
行
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
「
レ

ジ
袋
が
有
料
だ
か
ら
マ
イ
・
バ
ッ
グ
持
参
」
で
は
な
く
、

自
ら
進
ん
で
環
境
の
為
に
何
か
を
し
て
い
く
、
と
い
う
姿

勢
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
各
校
の
考
え
や
意
気
込
み
を

聞
き
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
ど
の
参
加
者
も
意
欲

的
に
、
楽
し
み
な
が
ら
考
え
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
一

人
で
は
良
い
案
が
思
い
つ
か
な
く
て
も
、
皆
で
話
し
合

え
ば
何
か
見
つ
か
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
学
校
生
活
は
、
学
校
の
環
境
や
、
武
蔵
野

市
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
生
活
し
て
い
く
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
の
た
め
に
、

私
た
ち
は
一
体
何
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。
生
活
す
る

上
で
身
近
な
存
在
で
あ
る
「
ご
み
」
と
、
ど
う
付
き

合
っ
て
い
く
か
を
考
え
る
、
と
て
も
よ
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

中
学
校
　
夏
の
学
校

七
月
十
二
日
か
ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
中
学
一
、
二

年
生
の
夏
の
学
校
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
生
は
霧
ヶ
峰
の
車
山
高
原
で
実
施
し
ま
し
た
。
二

日
目
に
は
宿
で
う
ど
ん
打
ち
を
行
い
ま
し
た
。
作
っ
た
う

ど
ん
を
カ
レ
ー
、
け
ん
ち
ん
、
味
噌
の
汁
と
一
緒
に
大
変

美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
日
目
は
小
雨

の
た
め
予
定
し
た
八
島
ヶ
原
湿
原
で
の
自
然
観
察
を
ホ
テ

ル
周
辺
の
自
然
観
察
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
高
校
生
や
O
B
の
ヘ
ル
パ
ー
が
説
明
し
な
が
ら
ク
イ
ズ

を
出
題
し
生
徒
の
観
察
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
し
た
。
午

後
は
立
岩
和
紙
の
里
へ
出
か
け
て
紙
漉
体
験
、
各
自
が
オ

リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
を
製
作
し
ま
し
た
。
夜
は
体
育
館
で
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
諏
訪
太
鼓
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
響
き
に
続
き
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
学
校
生
活
を
織

り
込
ん
だ
「
夏
祭
り
」
の
替
え
歌
を
披
露
。
ヘ
ル
パ
ー
た

ち
の
ダ
ン
ス
、
教
員
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
合
奏
な
ど
で
盛

り
上
が
っ
た
後
、
灯
り
が
消
さ
れ
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

で
イ
ベ
ン
ト
を
閉
じ
ま
し
た
。
最
終
日
は
雨
が
や
み
、
屋

外
で
閉
校
式
を
行
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に

お
礼
を
言
っ
て
、
バ
ス
で
学
校
へ
向
か
い
午
後
三
時
過
ぎ

に
到
着
、
解
散
し
ま
し
た
。

二
年
生
の
夏
の
学
校
は
志
賀
高
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
四
十
八
池
か
ら
大
沼
池
へ
の
池
巡
り
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
雨
の
た
め
、
宿
舎
か
ら
蓮
池
、
木

戸
池
ま
で
の
シ
ョ
ー
ト
探
勝
コ
ー
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
咲
く
な
か
充
実
し
た
探
索
が
で
き

ま
し
た
。
翌
日
も
雨
の
た
め
98
ホ
ー
ル
で
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
と
大
縄
対
決
の
ク
ラ
ス
対
抗
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
夜
予
定
し
て
い
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

成
蹊
・
カ
ウ
ラ
交
流
四
十
周
年
行
事

一
九
七
〇
年
に
始
ま
っ
た
カ

ウ
ラ
留
学
が
四
十
周
年
を
迎
え
、

カ
ウ
ラ
、東
京
そ
れ
ぞ
れ
で
記
念

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ
ウ
ラ

は
シ
ド
ニ
ー
か
ら
西
へ
約
三
百
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
方
都
市
で
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
捕
虜
収
容
所

か
ら
日
本
人
捕
虜
が
脱
走
を
試

み
、
日
豪
で
多
数
の
死
傷
者
を

出
し
た
カ
ウ
ラ
事
件
の
舞
台
と

な
り
ま
し
た
。
日
豪
友
好
を
目

的
と
し
て
交
流
が
始
め
ら
れ
て
か

ら
四
十
年
、成
蹊
、
カ
ウ
ラ
両
校

か
ら
ほ
ぼ
毎
年
留
学
生
交
換
が

行
わ
れ
、
交
流
参
加
者
は
八
十

名
を
超
え
ま
す
。

八
月
に
両
角
校
長
が
カ
ウ
ラ
高

校
を
訪
問
し
当
地
で
の
記
念
行

事
に
参
加
し
歓
待
を
受
け
ま
し
た
。

十
月
に
は
カ
ウ
ラ
か
ら
交
換
留
学

委
員
会
グ
リ
フ
ィ
ス
委
員
長
ご
夫

妻
、
カ
ウ
ラ
高
校
留
学
担
当
ス
ミ

ス
先
生
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
、
中

学
二
年
生
を
中
心
と
し
た
学
校
で

運動部・文化部の活躍

●中学剣道部
東京都中学校総合体育大会剣道大会
 女子個人 岡崎佳奈子 出場
 女子団体  出場

●中学硬式庭球部
〈男子団体〉
東京都中学校テニス選手権大会 ベスト4
関東中学校テニス選手権大会 第7位
全国中学校テニス選手権大会 ベスト16

〈男子個人〉
東京都中学校テニス選手権大会
 ダブルス 田村亮祐・松尾俊 ベスト16 

〈女子団体〉
東京都中学校テニス選手権大会 準優勝
関東中学校テニス選手権大会 第5位
全国中学校テニス選手権大会 第3位

●高校水泳部
〈男子競泳〉
東京都高等学校選手権水泳競技大会
 50m 自由形 武藤暉昇 決勝4位
関東高等学校水泳競技大会
 50m 自由形 武藤暉昇 予選19位
 （全国大会標準記録突破）
全国高等学校総合体育大会（美ら島沖縄総体2010）
 50m 自由形 武藤暉昇 出場
第65回国民体育大会（ゆめ半島千葉国体2010）
 少年B 50m　自由形 

  武藤暉昇  予選9位
 少年B 400m　リレー 

  武藤暉昇（東京代表チーム） 決勝5位

〈男子水球〉
東京都高等学校選手権水球リーグ戦 第4位
関東高等学校水泳競技大会 出場

●高校馬術部
第44回全日本高等学校馬術競技大会 出場

●中学演劇部
東京都私立中学演劇発表会 特別賞

●全国高総文祭みやざき2010　
　囲碁部門　団体戦
東京都代表　筒井桃子（成蹊高校）、岡幸四郎
（筑波大学附属駒場高校）、姚太樹（聖徳学
園高校）が全国優勝・文部科学大臣賞を受賞



小学校の近況

学園の“いま”をお知らせします。
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カ
ラ
ン
ド
ラ
校
で
の
小
学
生
の
受
け
入
れ
は
初
め
て
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ス
ペ

ン
サ
ー
氏
を
は
じ
め
と
し
た
カ
ラ
ン
ド
ラ
校
ス
タ
ッ
フ
の

積
極
的
な
対
応
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
継
続

実
施
が
大
い
に
期
待
で
き
る
十
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
学
習
は
、
そ
の
中
か
ら
ブ
リ
ス
ベ
ン
市

の
北
部
に
あ
るC

aloundra C
ristian C

ollege

（
幼
・

小
・
中
・
高
の
学
生
約
五
百
名
・
以
下
カ
ラ
ン
ド
ラ
校
）

で
の
授
業
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
す
る
も
の
で
し
た
。

十
日
間
の
子
ど
も
た
ち
の
日
程
は
左
記
の
通
り
で
す
。

伝
統
の
行
事
教
育
「
夏
の
学
校
」

六
月
に
行
わ
れ
た

二
年
・
四
年
の
夏
の
学

校
に
続
い
て
、
七
月
に

は
一
年
（
箱
根
）・
三

年
（
箱
根
）・
五
年
（
磐

梯
高
原
）・
六
年
（
岩

井
海
岸
）
の
夏
の
学
校

を
、
元
気
に
そ
し
て
安

全
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
梅
雨
明
け

が
早
く
、
厳
し
い
暑

さ
に
見
舞
わ
れ
た
夏

の
学
校
で
し
た
が
、
い
ず
れ
の
学
年
で
も
、
登
山
や
遠

泳
な
ど
の
鍛
錬
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
自
立
・

連
帯
、
さ
ら
に
は
新
し
い
自
分
の
創
造
を
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
た
夏
の
学
校
で
し
た
。
左
に
、
六
年
生
の
夏

の
学
校
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
夏
の
学
校 

岩
井
の
海
」

初
め
て
岩
井
の
海
を
見
た
時
、
不
安
が
一
気
に
広
が

り
ま
し
た
。
私
が
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
た
こ
と
が
あ
る
海

と
は
違
っ
て
、
あ
ま
り
泳
ぎ
や
す
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
冷
た
い
し
、波
も
す
ご
い
し
、汚
れ
て
い
る
の
で
す
。

学
校
で
特
別
練
習
を
何
回
か
受
け
て
、
少
し
自
信
が

つ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
海
を
見
る
と
急
に
心

が
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
海
で
の
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
訓
練
で

は
「
点
呼
」
や
、
波
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
泳
ぎ
方
や
、

遠
泳
の
コ
ツ
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら

海
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
少

し
ず
つ
遠
泳
へ
の
勇
気
と
自
信
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

私
が
遠
泳
に
生
か
し
た
泳
ぎ
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
二
つ
は
、
二
日
目
に
習
っ
た
の
で
、
何
度
も
そ
の

後
練
習
し
ま
し
た
。

ま
ず
一
つ
目
が
、
横
の
し
で
す
。
こ
れ
は
、
顔
上
げ

平
泳
ぎ
の
「
の
び
」
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
横
の
し
は
、

師
範
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
陸
で

山
を
つ
く
っ
て
練
習
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
が
浜
で

寝
っ
こ
ろ
が
っ
て
練
習
を
し
て
い
る
姿
は
、
ど
う
し
て

も
陸
に
あ
が
っ
た
魚
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
い
、
何
だ

か
恥
ず
か
し
な
が
ら
の
練
習
で
し
た
。
浜
で
は
上
手
に

で
き
て
い
た
の
に
、
海
に
入
る
と
、
意
外
と
難
し
く
手

と
足
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
大
変
で
し
た
。
し

か
し
、
師
範
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
「
肩
ご
し
に
景
色
を
見

る
」
と
い
う
言
葉
で
少
し
ず
つ
コ
ツ
を
つ
か
み
、
次
の

日
は
、ほ
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。陸
に
あ
が
っ

た
魚
が
、
海
に
も
ど
れ
て
う
れ
し
く
て
ス
イ
ス
イ
泳
ぐ

感
じ
で
す
（
そ
れ
ほ
ど
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）。

そ
し
て
、
二
つ
目
は
、
顔
上
げ
ク
ロ
ー
ル
で
す
。
こ

れ
は
、
顔
上
げ
平
泳
ぎ
の
「
前
の
人
を
見
失
わ
な
い
」

と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
顔
上
げ
ク
ロ
ー
ル

は
、
意
外
と
簡
単
で
し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
伸
び
て
か
き
、

顔
を
左
右
に
ゆ
ら
さ
な
い
こ
と
が
大
変
で
し
た
。
師
範

は
す
ご
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
「
安
心
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

遠
泳
の
と
き
、
私
は
一
本
目
で
し
た
。「
何
と
か
完

泳
し
た
い
。」
そ
れ
だ
け
を
思
っ
て
い
ま
し
た
。

出
発
前
に
、
母
が
、

「
完
泳
す
る
の
が
目
標
だ
け
ど
、
泳
い
で
い
る
時
、
ど

れ
だ
け
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
か
、
周
り
を
見

て
ご
ら
ん
。
そ
れ
が
分
か
っ
た
ら
完
泳
。」

と
、
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
私
は
、
そ

ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
し
か
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
海
が
こ
わ
い
と
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
半
、
二
千
メ
ー
ト
ル
で
し

た
。
浜
に
上
が
っ
て
、
み
ん
な
に
迎
え
ら
れ
喜
び
が
じ

わ
じ
わ
と
わ
い
て
き
ま
し
た
。

他
の
グ
ル
ー
プ
が
出
発
す
る
の
を
見
て
、
母
に
言
わ

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
船
も
近
く
に
た
く
さ

ん
い
て
、
先
生
、
師
範
の
励
ま
し
、
氷
砂
糖
、
お
医
者

様
方
、
気
象
予
報
士
の
方
ま
で
来
て
い
た
だ
い
た
ん
だ
。

こ
ん
な
中
で
、
私
は
泳
い
で
い
た
ん
だ
な
ぁ
、
と
、
や
っ

と
周
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

家
に
帰
る
と
、
日
焼
け
を
し
た
と
こ
ろ
が
痛
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
で
も
、
私
以
上
に
船
の
上
の
先
生

方
、
師
範
の
方
が
痛
い
で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
時
間
、

準
備
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
。

母
が
、

「
身
長
が
伸
び
た
気
が
す
る
。」

と
言
う
の
で
、
計
る
と
、
四
月
よ
り
も
二
・
五
㎝
も
伸

び
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
岩
井
の
海
で
伸
び
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
六
年
女
子
）

今
年
の
六
年
生
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
、
気
象
条
件

も
海
の
状
態
も
す
べ
て
整
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
千
メ
ー

ト
ル
と
二
千
メ
ー
ト
ル
の
遠
泳
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
作
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り
も
あ
っ
て
、
参
加
者
全
員

が
見
事
に
完
泳
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
小
学
校
の
行
事
教
育
の
中
心
と
も
い
う
べ
き
夏

の
学
校
を
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
大
い
に
発
揮
さ
せ
る

教
育
機
会
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏
の
合
宿
教
室
（
ク
ラ
ブ
学
習
）

高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
の
ク
ラ
ブ
学
習
は
、
毎
週
金
曜

日
の
一
時
間
が
活
動
日
で
す
。
そ
し
て
夏
休
み
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
が
「
合
宿
教
室
」
を
開
設
し
て
日
頃
の

学
習
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
新
し
く
開
設
さ
れ
た
「
創
作
部
」
も
含
め
て
、

す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
学
習
が
、
左
記
の
よ
う
な
日
程
で
夏

の
合
宿
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
百
十
三
年
ぶ
り
と
い

う
記
録
的
な
暑
さ
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
を
高
め
た
り
、
体
験
や
知
識

を
深
め
た
り
す
る
意
義
深
い
合
宿
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

●
家
庭
（
津
久
井
）
7
月
29
日
か
ら
二
泊
三
日

●
科
学
（
南
小
谷
）
8
月
2
日
か
ら
四
泊
五
日

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
北
志
賀
）
8
月
23
日
か
ら
三
泊
四
日

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
校
内
）
7
月
26
日
か
ら
通
い
四
日

●
硬
式
テ
ニ
ス
（
軽
井
沢
）
8
月
26
日
か
ら
四
泊
五
日

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
新
鹿
澤
）
8
月
24
日
か
ら
四
泊
五
日

●
ラ
グ
ビ
ー
（
新
鹿
澤
）
8
月
24
日
か
ら
四
泊
五
日

●
サ
ッ
カ
ー
（
小
淵
沢
）
8
月
27
日
か
ら
四
泊
五
日

●
野
球
（
軽
井
沢
）
8
月
24
日
か
ら
四
泊
五
日

●
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
（
箱
根
）
8
月
29
日
か
ら
二
泊
三
日

●
太
鼓
（
東
山
梨
）
8
月
23
日
か
ら
三
泊
四
日

●
陸
上
運
動
（
校
内
）
8
月
23
日
か
ら
通
い
五
日

●
美
術
（
津
久
井
）
7
月
29
日
か
ら
二
泊
三
日

●
卓
球
（
校
内
）
8
月
29
日
か
ら
通
い
三
日

●
創
作
（
校
内
）
8
月
30
日
か
ら
通
い
二
日

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
体
験
学
習

夏
休
み
の
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
六
年

生
の
希
望
者
十
六
名
（
男
子
五
名
・
女
子
十
一
名
）
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
体
験
学
習
に
出
か
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周

年
記
念
事
業
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

小
学
校
で
は
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
開
設
当
初
か
ら
、

国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
、
海
外
提
携
校
で
の
子
ど

も
た
ち
の
体
験
学
習
を
構
想
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
具

体
的
な
提
携
校
を
候
補
に
挙
げ
て
、
小
学
校
国
際
教
育
委

員
会
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠泳当日の朝礼

最後まで隊列をくずさずにゴール

「横のし」の練習

成田空港より出発

ホストファミリーと一緒に

フェアウェルパーティでのソーラン節

修了証の授与

アボリジニの絵画への彩色

食べ物当てゲーム

バディの子どもたち

ホテルで学習のまとめ

スペシャルランチにて

バディの子どもたち

オーストラリア体験学習日程

●19日（木）
１５時成蹊学園集合・成田空港発JAL２１時１０分

●20日（金）
ブリスベン空港着０７時０５分・オーストラリア動物園見
学・１５時カランドラ校着・ウエルカムパーティ（歌の歓
迎・ホッジス理事長、メグソン小学校長との歓談）・ホスト
ファミリー（8家庭）と対面・ホームステイ先へ移動
●21日（土）～22日（日）
子どもたちは、それぞれのホストファミリーと終日過ごす

●23日（月）
カランドラ校でESLオリエンテーション・チャペルにて成蹊
小学校DVD紹介・子どもたちのクラスバディと対面・授業
参加・授業終了後に引率教員がホームステイ先を訪問

●24日（火）
授業参加（子どもたちは３グループに分かれて、４年から
６年の学級授業に参加）

●25日（水）
授業参加（２３日から、事前に準備した紙芝居をそれぞ
れの学級で発表）・バディとのスペシャルランチ

●26日（木）
授業参加（午後スポーツ大会・バレーボールやバスケッ
トボールに興じた）

●27日（金）
全校集会（フェアウェルパーティで日本の歌やソーラン
節のパフォーマンスを披露）・メグソン校長より修了証
授与・ブリスベンに移動・市内散策・ホテルでの反省会

●28日（土）
０６時ホテル出発・ブリスベン空港発０８時４５分・成田
空港着１７時０５分・成田で解散
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福
ふくむらよしかず

村芳一
1961年成蹊中学校卒業

才
能
あ
ふ
れ
た
ア
ジ
ア
の
若
者
が

脚
光
を
浴
び
る
場
を
開
拓
す
る
、

そ
れ
が
私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
。

を
打
開
し
、
才
能
に
あ
ふ
れ
た
ア
ジ
ア
の
若
者
が
脚

光
を
浴
び
る
場
を
開
拓
す
る
こ
と
が
、
私
に
与
え
ら

れ
た
使
命
だ
と
考
え
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
﹂（
福

村
さ
ん
）。

　

そ
の
経
験
を
通
し
て
、
福
村
さ
ん
が
抱
く
よ
う

に
な
っ
た
夢
が
、
ア
ジ
ア
の
諸
国
民
だ
け
で
編
成

さ
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
結
成
で
す
。
そ
の
構
想

に
、﹁
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
根
ざ
し
た
A
S
E
A
N
づ

く
り
﹂
を
志
向
す
る
ス
リ
ン
A
S
E
A
N
事
務
局

長
が
共
鳴
。
A
S
E
A
N
援
助
に
積
極
的
な
日

本
財
団
の
賛
同
も
得
て
、﹁ASEAN

 S ym
phony 

O
rchestra

﹂
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
A
S
E
A
N
十
カ
国
は
将
来
的
な
統
合
を
目

指
し
て
い
ま
す
が
、
政
治
、
経
済
、
文
化
が
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
重
要
に
な
る
の
が
、皆
が
思
い
を
共
有
で
き
る
﹃
統

合
の
シ
ン
ボ
ル
﹄
を
作
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
音
楽

が
最
適
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
候
補
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
試
合
に
は
勝
敗
が
伴
い
、
禍
根

を
残
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
な
ら
、
言
葉
や
国
籍
が
違
っ
て
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
を
素
晴
ら
し
く
演
奏
し
た
い
と

い
う
目
標
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
す
﹂
と
、
福
村

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

今
回
の
楽
団
員
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
も
、
国
に

よ
っ
て
技
術
水
準
が
異
な
り
、
選
抜
に
苦
慮
し
た

面
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、﹃
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
﹄
の

意
義
を
尊
重
し
て
、
す
べ
て
の
国
か
ら
演
奏
者
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
﹁
将
来
的
に
は
、こ
のASEAN

 S ym
phony O

rchestra

を
常
設
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
人
な
ら
で
は
の
音
楽
が
創

造
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
夢
も
膨
ら
み
ま

す
。
ア
ジ
ア
の
音
楽
事
情
に
最
も
精
通
し
て
い
る
の

は
私
で
あ
る
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
﹂
と
、
福

村
さ
ん
は
力
強
く
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。（

広
報
課
）

テーマ「Canvas」
11月20日（土）・21日（日）開催！
時 間：9：00〜19：00

欅 祭第49回
学
園TOPICS

成蹊から
お伝えしたいこと

成蹊大学
地域懇談会開催報告

【対象地域】
静岡県・愛知県・岐阜県・三重県

日     程	 ：2010年9月18日（土）
会     場	 ：名古屋マリオットアソシアホテル
参加者数	 ：57名

名古屋会場

【対象地域】
青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県

日     程	 ：2010年10月30日（土）
会     場	 ：ホテルJALシティ仙台
参加者数	 ：54名

仙台会場

本学から離れた地域のご父母と大学の連
携の場として、また大学の取組みについ
てご理解をいただく場として、学長を始め、
各学部の教員、関係部署職員がご説明に
出向く地域懇談会を開催しました。全体
説明会の「成蹊大学現況報告」「就職状
況説明」の後、懇談会では、学業や就職
など個別の相談を行いながら、和やかな
雰囲気のなか卒業生を交え相互に交流を
深め、盛況のうちに閉会となりました。

お問い合わせ先
成蹊大学欅祭本部 （委員長 : 久保田 展弘）
東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1 
	 ：0422-51-6102
	 ：http://www1.parkcity.ne.jp/f-keyaki/
	 ：f_keyaki@hotmail.com

T e l
U R L
e-mail

OPENING CEREMONY2010
～色彩のはじまり～

【 20 日（土）】
10：00 ～ 本館前ステージにて
本企画ではサークル、部活の魅力をたった 30
分で知ることができます。さまざまな参加団体の
方と共に欅祭のはじまりを盛り上げましょう！そ
して最初から最後まで欅祭を楽しみましょう！

Adventure Bingo
【 20 日（土）】
13：30 開場 14：00 開演  
5 号館 102 室にて
毎年恒例のビンゴ大会、今年は“Adventure×
BINGO”ということで、物語の世界を進んでいき
ます！！今年も10万円旅行券をはじめ、最新ゲー
ム機など豪華賞品が目白押し！！チケットの学内
先行配布は11月10日（水）12：30～、当日先
行配布は11月20日（土）12：00～を予定して
います。さぁ、みんなで冒険へ出かけましょう！！

あつまれ！！どうぶつの国
【 20 日（土）】
11：00～15：00 トラスコンガーデン側前庭にて
成蹊大学のキャンパスに動物がやってくる！！
動物と触れ合いながら、えさやりや写真撮影
ができます！

お笑い shock
【 21日（日）】
11：15 開場 12：00 開演 4 号館にて
今年はU字工事・弾丸ジャッキー・ヴィンテー
ジのお笑いライブ！！MCはザギンデシース
ルー！！チケットの学内先行配布は 11月 2日
（火）12：30～、当日先行配布は11月21日（日）
10：00～を予定しています。なお、チケット
は入場無料・先着順指定席制。

お弁当をつくろう！！スタンプラリー
【 20 日（土）・21日（日）】
10：00～17：00（景品交換は 18:00 まで） 
本館前テントにて
毎年恒例となりつつあるスタンプラリー企画！！
今年はお弁当をテーマにお弁当のおかずを集
めてもらいます。学内の展示を見て！！模擬店
で食べて！！賞品をGETしよう！！

こどものくに ☆けやきんぐだむ☆
【 20 日（土）・21日（日）】
10：00～16：00 トラスコンガーデン側前庭にて
今年の子ども向け企画は、ジェット飛行機作り・
パラシュート作り・ボウリングゲーム・パラシュー
トゲーム・巨大お絵かきの 5ブースを開催しま
す。小さいお子様から小学生まで楽しめるよ！！
家族揃って遊びに来てくださいね♪

イルミネーション 2010
【 21日（日）】
18：30
18：30頃に花火を打ち上げます！！観覧場所
はアトリオです。ぜひ皆さん見にきてください。 
また、今年も情報図書館の階段を使って階段
絵を設置します。その他にも学園を華やかに演
出するので楽しみにしていてください！！ 

この他にも、学生による展示・模擬店・ステージ発表、およびフリーマーケット等
さまざまなブースを用意して皆さまのご来場をお待ちしております。

【プログラム】
●キャンパス見学ツアー
●成蹊大学ガイダンス
●各種相談コーナー
　（入試、留学、学生生活などについて）
●資料配布 など

日  程	 ：2010年11月21日（日）

時  間	 ：10：00〜16：30
上記の第49回欅祭と同時開催

受験生を対象に、多彩なプログラムを用意
しています。教員やスタッフ、大学の先輩た
ちと直接触れあうなかで成蹊大学の魅力を
ぜひ感じてください。

第 3回オープンキャンパスを開催！

お問い合わせ先　
成蹊大学入試センター　Tel：0422-37-3533

成
蹊
小
学
校
本
館
が
二
〇
一
〇
年
度

第
五
十
一
回
建
築
業
協
会
賞︵
B
C
S
賞
︶に
入
選

Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
は
、国
内
で
竣
工
後
一
年
以
上
経
過
し
た
建
物
を
対
象

に
、建
築
上
の
デ
ザ
イ
ン
の
優
秀
さ
の
み
に
留
ま
ら
ず
、都
市
計
画
・

地
域
環
境
作
り
へ
の
貢
献
、施
主
お
よ
び
使
用
者
の
満
足
度
、施
工

者
の
高
い
技
術
や
創
意
工
夫
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
も
の

で
す
。﹃
我
が
国
に
お
け
る
代
表
的
な
建
築
物
﹄と
位
置
づ
け
ら
れ

る
賞
で
あ
り
、全
て
の
関
係
者
に
と
っ
て
非
常
に
価
値
の
あ
る
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

東アジアサミットで「ASEAN Symphony Orchestra」を指揮

音楽を統合の
シンボルに

クローズアップ

　

今
年
十
月
二
十
八
～
三
十
日
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ

イ
で
開
催
さ
れ
た
A
S
E
A
N
首
脳
会
議
、
お
よ

び
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
で
、﹁ASEAN

 S ym
phony 

O
rchestra

﹂
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
開
催
国
の
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
か
ら
約
六
十
名
の
ほ
か
、
A
S
E
A
N
十
カ

国
と
日
本
、
香
港
、
台
湾
か
ら
数
名
ず
つ
が
選
抜

さ
れ
て
お
り
、
国
籍
、
人
種
の
枠
を
超
え
た
画
期

的
な
編
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
揮
者
を
務
め
た
の
は
福
村
芳
一
さ
ん
（
一
九
六
一

年
成
蹊
中
学
校
卒
）。
福
村
さ
ん
は
、
京
都
市
交

響
楽
団
主
席
指
揮
者
、
N
H
K
﹁
世
界
の
音
楽
﹂

レ
ギ
ュ
ラ
ー
指
揮
者
な
ど
を
経
て
、
一九
八
〇
年
代
か

ら
香
港
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
上
海
交
響
楽
団
、
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
国
立
交
響
楽
団
な
ど
の
指
揮
者
を
歴
任
。

ア
ジ
ア
の
音
楽
界
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
方
で
す
。

　
﹁
こ
れ
ま
で
の
ア
ジ

ア
の
音
楽
界
は
、
西

洋
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が

根
強
く
、
ア
ジ
ア
の

国
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

あ
っ
て
も
、
演
奏
者

は
六
割
以
上
が
欧
米

人
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
状
況


